
▲立派な公民館が完成 

▲月１回行われる「ふれあい給食会」 

▲左から今別府利行会長、平野秀夫さん、船倉百合子さん 

▲川内原発視察研修の様子 

http://www.city.hioki.kagoshima.jp/
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.05㎞2

総人口　52,206人（△532） 

　男　　24,304人（△316） 

　女　　27,902人（△216） 

世帯数　22,035　（△126） 
4月1日現在 （　）は前月比 

　豊作祈願の田園劇を氏子らが熱演。

今年の牛はとても威勢よく、砂をまき

ちらしながら、観客席まで飛び込んで

いきました。 

（たじまどん　P11関連記事） 
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集
落
（
下
原
、
古
の
山
、
今
別

府
、
浜
の
丸
、
日
新
、
並
松
、

北
原
）
で
構
成
さ
れ
る
日
新
自
治
会
。

住
民
が
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
す
る
明
る
い
地
域
で
す
。 

治
会
に
は
六
つ
の
部
（
総
務
部
、

生
活
部
、
研
修
部
、
保
体
部
、

高
齢
者
部
、
青
少
年
部
）
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
生
活
部
で
は
、
月
一

回
「
ふ
れ
あ
い
給
食
会
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
生
活
部
が
中
心
と

な
っ
て
運
営
、
約
二
十
年
前
に
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
食

事
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
で
は
毎
回
約
四
十
人
の
高
齢
者
が

参
加
し
、
講
演
や
食
事
な
ど
を
楽
し

む
、
地
域
の
学
び
の
場
、
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
立
ち
上
げ
、

「
ふ
れ
あ
い
給
食
会
」
と
と
も
に
生

活
部
が
運
営
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

年
六
月
に
行
わ
れ
る
せ
っ
ぺ
と

べ
で
は
、
地
域
伝
統
の
鎌
踊
り

を
奉
納
。
青
少
年
部
を
中
心
に
、
地

域
の
小
・
中
学
生
が
五
月
に
練
習
を

行
い
ま
す
。
踊
り
手
の
子
ど
も
た
ち

が
年
々
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

地
域
の
伝
統
芸
能
を
守
る
た
め
、
地

域
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
ま

す
。 

修
部
で
は
毎
年
研
修
会
を
開
催
。

研
修
や
視
察
を
す
る
こ
と
で
、

住
民
相
互
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
二
月
に
は
川
内
原
発
と

せ
ん
だ
い
宇
宙
館
を
視
察
。
住
民
約

二
十
五
人
が
参
加
し
、
有
意
義
な
研

修
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

し
く
で
き
た
公
民
館
。
三
月
二

十
五
日
に
落
成
式
を
行
い
ま
し

た
。
室
内
の
段
差
を
な
く
し
、
手
す

り
な
ど
も
設
置
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

設
計
で
、
高
齢
者
も
利
用
し
や
す
い

公
民
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。
落
成
式

は
、
住
民
を
は
じ
め
、
市
関
係
者
や

建
設
業
者
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
参

加
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

公
民
館
建
設
に
は
、
市
か
ら
の
補
助

金
の
ほ
か
、
住
民
の
積
立
金
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
、
立
派
な
公
民
館
を
建
設

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

治
会
の
今
後
の
課
題
は
、
高
齢

者
へ
の
対
応
・
配
慮
な
ど
。「
新

し
い
公
民
館
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
高

齢
者
も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

が
、
足
が
痛
く
な
り
、
床
に
座
れ
な

い
高
齢
者
の
た
め
の
机
や
椅
子
も
備

え
た
い
と
こ
ろ
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

は
地
区
公
民
館
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
現
在
、

自
治
会
が
運
営
し
て
い
る
活
動
を
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」 

七 自 

毎 

研 

自 

新 

　
日
吉
地
域
の
西
部
、
国
道
二
七

〇
号
線
と
県
道
伊
集
院
・
日
吉
線

の
間
に
位
置
す
る
日
新
自
治
会
は
、

平
成
十
九
年
四
月
現
在
で
二
百
三

十
五
世
帯
、
五
百
八
十
四
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
地
域
住
民
の
融
和
を
図
る
た

め
、
自
治
会
一
体
と
な
っ
た
活
動

に
取
り
組
み
、
住
民
が
明
る
く
い

き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
地
域
で

す
。 

住
民
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を 

日
新
自
治
会（
日
吉
地
域
） 

に
っ
し
ん 

日新自治会 
（日吉地域） 



依 

　
平
成
十
九
年
度
予
算
が
三
月
議
会
定
例
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
前
年
度
よ
り
約

八
億
円
少
な
い
二
百
三
十
三
億
千
三
百
五
十
万

円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
現
代
。
市
と
し
て
も
こ

の
問
題
は
深
刻
で
、
人
口
は
年
々
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
表
①
の
年
度
別
人
口
動

態
を
み
て
み
る
と
、
平
成
十
八
年
度
で
出
生
が

三
百
六
十
七
人
、
死
亡
が
六
百
八
十
五
人
、
転

入
が
二
千
三
百
三
十
四
人
、
転
出
が
二
千
四
百

七
十
八
人
と
、
平
成
十
七
年
度
に
比
べ
て
、
特

に
死
亡
者
数
、
転
出
者
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
市
で
は
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
第
一
次
総
合

計
画
を
基
本
に
市
の
一
体
感
の
醸
成
と
行
財
政

改
革
を
よ
り
一
層
推
進
し
な
が
ら
、
合
併
効
果

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

予
算
を
編
成
。
今
回
は
そ
の
予
算
の
概
要
と
特

徴
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

   

　
歳
入 

　
下
の
グ
ラ
フ
②
は
市
に
入
っ
て
く
る
お
金
で

あ
る
「
歳
入
」
で
す
。
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
が
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
歳
入
の

大
部
分
は
国
や
県
な
ど
に
頼
る
お
金
で
依
存
財

源
（
六
九
・
七
％
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
ト
ッ
プ
が
、
市
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
保
つ
た
め
に
交
付
さ
れ
る
「
地
方
交
付

税
」
で
全
体
の
三
三
・
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
に
多
い
の
が
、
大
き
な
事
業
を
す
る
と
き
に

財
源
の
不
足
分
を
長
期
で
借
り
入
れ
る
「
市
債
」

で
す
。
合
併
特
例
債
を
は
じ
め
、
事
業
の
緊
急

度
や
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
有
利
な
も
の
を
選

び
、
前
年
度
よ
り
一
三
・
三
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
一
方
、
市
が
自
ら
賄
え
る
お
金
で
、
自
主
財

源
（
三
〇
・
三
％
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
う
ち
、

最
も
多
い
の
が
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
「
市
税
」
で
前
年
度
よ
り
一
五
・
九
％
増
の

四
十
一
億
八
千
九
百
二
十
六
万
七
千
円
（
一
八
・

〇
％
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
、

各
基
金
か
ら
の
「
繰
入
金
」
で
全
体
の
六
・
八

％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　歳
出
（
目
的
別
） 

　
次
に
、
使
わ
れ
る
お
金
で
あ
る
歳
出
を
「
目

的
別
」
の
グ
ラ
フ
③
か
ら
見
て
み
ま
す
。 

　「
民
生
費
」
が
ト
ッ
プ
で
四
十
七
億
三
千
九

百
六
十
二
万
九
千
円
と
全
体
の
二
〇
・
四
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
福
祉
や
保
健
、
医

療
な
ど
に
関
す
る
経
費
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
道
路
整

備
や
住
宅
建
設
整
備
、
公
園
整
備
な
ど
に
使
わ

れ
る
「
土
木
費
」
で
全
体
の
一
七
・
二
％
で
す
。 

　歳
出
（
性
質
別
） 

　
さ
ら
に
歳
出
を
「
性
質
別
」
の
グ
ラ
フ
④
か

ら
見
て
み
ま
す
。 

　「
普
通
建
設
事
業
費
」
が
ト
ッ
プ
で
五
十
一

億
九
千
四
百
五
十
六
万
六
千
円
と
全
体
の
二
二
・

三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
道
路
の
整

備
や
学
校
の
整
備
な
ど
に
関
す
る
経
費
で
、
市

民
生
活
に
密
接
に
関
連
し
た
社
会
基
盤
の
整
備

で
す
。
次
に
多
い
の
が
「
人
件
費
」
で
全
体
の

二
〇
・
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　「
人
件
費
」「
公
債
費
」「
扶
助
費
」
の
義
務

的
経
費
は
全
体
の
五
〇
・
四
％
、「
普
通
建
設

事
業
費
」「
災
害
復
旧
事
業
費
」
の
投
資
的
経

費
は
二
二
・
五
％
、「
物
件
費
」「
繰
出
金
」
な

ど
の
そ
の
他
の
経
費
は
二
七
・
一
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

自
主
財
源
三
割
　
依
存
財
源
七
割 

市
税
は
全
体
の
１８
％ 

市の予算 市の予算 市の予算 

市の予算 市の予算 市の予算 

歳入 
233億 
1,350万円 

歳出 
（目的別） 

233億 
1,350万円 

歳出 
（性質別） 

233億 
1,350万円 

グラフ② 

市税 
41億 
8,926万 
7千円 

グラフ① グラフ④ グラフ③ 

個　人 
15億3,229万1千円 

36.6％ 

市　税 
41億8,926万7千円 

18.0％ 

繰入金 
15億9,295万1千円 

6.8％ 

分担金・負担金 
使用料・手数料 
6億5,389万5千円 

2.8％ 

繰越金・諸収入 
その他 

6億2,056万7千円 
2.7％ 

市　債 
31億5,680万円 
13.6％ 

民生費 
47億3,962万9千円 

20.4％ 

人件費 
46億3,626万5千円 

20.0％ 

補助費等 
12億8,640万3千円 

5.5％ 

維持補修費・その他 
3億5,694万8千円 

1.4％ 

扶助費 
31億1,410万6千円 

13.4％ 

物件費 
26億4,545万 
8千円 
11.3％ 

繰出金 
20億7,644万 
9千円 
8.9％ 

普通建設事業費 
51億9,456万6千円 

22.3％ 

災害復旧事業費 
5,348万6千円 
0.2％ 

公債費 
39億4,981万 
9千円 
17.0％ 

公債費 
39億4,981万9千円 

16.9％ 

衛生費 
29億7,128万3千円 

12.7％ 

総務費 
21億5,754万7千円 

9.3％ 

消防費 
7億6,302万1千円 

3.3％ 議会費・商工費・その他 
4億5,495万円 
1.9％ 

教育費 
27億7,457万円 
11.9％ 

土木費 
40億290万8千円 

17.2％ 

県支出金 
15億2,203万8千円 

6.5％ 

地方消費税交付金・地方譲与税・その他 
10億7,292万2千円 

4.6％ 

入湯税 
395万1千円 
0.1％ 

軽自動車税 
1億1,350万3千円 

2.7％ 

市たばこ税 
2億4,764万5千円 

5.9％ 

固定資産税 
19億7,769万5千円 

47.2％ 地方交付税 
77億円 
33.0％ 

国庫支出金 
28億506万円 
12.0％ 

農林水産業費 
14億9,977万3千円 

6.4％ 

国有資産等市町村交付金 
2,759万3千円 
0.7％ 

法　人 
2億8,658万9千円 

6.8％ 

市の人口動態（年度別） （単位：人） 

市の人口 （単位：人） 

表①  市の人口、人口動態（住民基本台帳） 

H17.4.1現在 
53,048 52,668 52,206

H18.4.1現在 H19.4.1現在 

H17年度 H18年度 
出　　生 
死　　亡 
転　　入 
転　　出 
増　　減 

367 
664 
2,310 
2,393 
△ 380

367 
685 
2,334 
2,478 
△ 462

当初予算の主なもの 
総　務　費　　　 ２１億５,７５４万７千円 

○電算システム管理・運用及び地域情報化 

○コミュニティバス運行 

○地籍図数値化事業 

○国際交流員招致事業 

民　生　費　　　 ４７億３,９６２万９千円 

○延長保育促進事業 

○生活保護費支給 

○「食」の自立支援事業【配食サービス】 

衛　生　費　　　 ２９億７,１２８万３千円 

○疾病予防事業 

○子育て支援事業 

○浄化槽設置整備事業 

農林水産業費　　 １４億９,９７７万３千円 

○物産館増築整備事業 

○中山間地域等直接支払い交付金事業 

○新規就農・後継者育成事業 

商　工　費　　　　　 １億４,９７６万円 

○商工業振興対策事業 

○観光振興対策事業 

○薩摩焼パリ伝統美展開催事業 

労　働　費　　 １,５５２万２千円 

○シルバー人材センター育成事業 

土　木　費　　 ４０億２９０万８千円 

○地方道路整備臨時交付金事業 

○道整備交付金事業 

○過疎対策事業 

○土地区画整理事業 

○公営住宅整備事業 

消　防　費　 ７億６,３０２万１千円 

○防火水槽整備事業 

○消防・救急体制整備事業 

教　育　費　　 ２７億７,４５７万円 

○中学校校舎改築事業 

○小中学校施設整備事業 

○小中学校情報教育整備事業 

○外国青年招致事業 

○学習支援アシスタント派遣事業 

○教育相談員配置事業 

○地区公民館の整備 

存 

財 源 費 経 

的 

資 

投 

費 

費 

経 

経 

的 

他 

務 

の 義 

そ 自 
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財 

源 

市 

民 

税 

固 

定 

資 

産 税 



依 

　
平
成
十
九
年
度
予
算
が
三
月
議
会
定
例
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
前
年
度
よ
り
約

八
億
円
少
な
い
二
百
三
十
三
億
千
三
百
五
十
万

円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
現
代
。
市
と
し
て
も
こ

の
問
題
は
深
刻
で
、
人
口
は
年
々
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
表
①
の
年
度
別
人
口
動

態
を
み
て
み
る
と
、
平
成
十
八
年
度
で
出
生
が

三
百
六
十
七
人
、
死
亡
が
六
百
八
十
五
人
、
転

入
が
二
千
三
百
三
十
四
人
、
転
出
が
二
千
四
百

七
十
八
人
と
、
平
成
十
七
年
度
に
比
べ
て
、
特

に
死
亡
者
数
、
転
出
者
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
市
で
は
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
第
一
次
総
合

計
画
を
基
本
に
市
の
一
体
感
の
醸
成
と
行
財
政

改
革
を
よ
り
一
層
推
進
し
な
が
ら
、
合
併
効
果

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

予
算
を
編
成
。
今
回
は
そ
の
予
算
の
概
要
と
特

徴
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

   

　
歳
入 

　
下
の
グ
ラ
フ
②
は
市
に
入
っ
て
く
る
お
金
で

あ
る
「
歳
入
」
で
す
。
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
が
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
歳
入
の

大
部
分
は
国
や
県
な
ど
に
頼
る
お
金
で
依
存
財

源
（
六
九
・
七
％
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
ト
ッ
プ
が
、
市
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
保
つ
た
め
に
交
付
さ
れ
る
「
地
方
交
付

税
」
で
全
体
の
三
三
・
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
に
多
い
の
が
、
大
き
な
事
業
を
す
る
と
き
に

財
源
の
不
足
分
を
長
期
で
借
り
入
れ
る
「
市
債
」

で
す
。
合
併
特
例
債
を
は
じ
め
、
事
業
の
緊
急

度
や
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
有
利
な
も
の
を
選

び
、
前
年
度
よ
り
一
三
・
三
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
一
方
、
市
が
自
ら
賄
え
る
お
金
で
、
自
主
財

源
（
三
〇
・
三
％
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
う
ち
、

最
も
多
い
の
が
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
「
市
税
」
で
前
年
度
よ
り
一
五
・
九
％
増
の

四
十
一
億
八
千
九
百
二
十
六
万
七
千
円
（
一
八
・

〇
％
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
、

各
基
金
か
ら
の
「
繰
入
金
」
で
全
体
の
六
・
八

％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　歳
出
（
目
的
別
） 

　
次
に
、
使
わ
れ
る
お
金
で
あ
る
歳
出
を
「
目

的
別
」
の
グ
ラ
フ
③
か
ら
見
て
み
ま
す
。 

　「
民
生
費
」
が
ト
ッ
プ
で
四
十
七
億
三
千
九

百
六
十
二
万
九
千
円
と
全
体
の
二
〇
・
四
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
福
祉
や
保
健
、
医

療
な
ど
に
関
す
る
経
費
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
道
路
整

備
や
住
宅
建
設
整
備
、
公
園
整
備
な
ど
に
使
わ

れ
る
「
土
木
費
」
で
全
体
の
一
七
・
二
％
で
す
。 

　歳
出
（
性
質
別
） 

　
さ
ら
に
歳
出
を
「
性
質
別
」
の
グ
ラ
フ
④
か

ら
見
て
み
ま
す
。 

　「
普
通
建
設
事
業
費
」
が
ト
ッ
プ
で
五
十
一

億
九
千
四
百
五
十
六
万
六
千
円
と
全
体
の
二
二
・

三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
道
路
の
整

備
や
学
校
の
整
備
な
ど
に
関
す
る
経
費
で
、
市

民
生
活
に
密
接
に
関
連
し
た
社
会
基
盤
の
整
備

で
す
。
次
に
多
い
の
が
「
人
件
費
」
で
全
体
の

二
〇
・
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　「
人
件
費
」「
公
債
費
」「
扶
助
費
」
の
義
務

的
経
費
は
全
体
の
五
〇
・
四
％
、「
普
通
建
設

事
業
費
」「
災
害
復
旧
事
業
費
」
の
投
資
的
経

費
は
二
二
・
五
％
、「
物
件
費
」「
繰
出
金
」
な

ど
の
そ
の
他
の
経
費
は
二
七
・
一
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

自
主
財
源
三
割
　
依
存
財
源
七
割 

市
税
は
全
体
の
１８
％ 

市の予算 市の予算 市の予算 

市の予算 市の予算 市の予算 

歳入 
233億 
1,350万円 

歳出 
（目的別） 

233億 
1,350万円 

歳出 
（性質別） 

233億 
1,350万円 

グラフ② 

市税 
41億 
8,926万 
7千円 

グラフ① グラフ④ グラフ③ 

個　人 
15億3,229万1千円 

36.6％ 

市　税 
41億8,926万7千円 

18.0％ 

繰入金 
15億9,295万1千円 

6.8％ 

分担金・負担金 
使用料・手数料 
6億5,389万5千円 

2.8％ 

繰越金・諸収入 
その他 

6億2,056万7千円 
2.7％ 

市　債 
31億5,680万円 
13.6％ 

民生費 
47億3,962万9千円 

20.4％ 

人件費 
46億3,626万5千円 

20.0％ 

補助費等 
12億8,640万3千円 

5.5％ 

維持補修費・その他 
3億5,694万8千円 

1.4％ 

扶助費 
31億1,410万6千円 

13.4％ 

物件費 
26億4,545万 
8千円 
11.3％ 

繰出金 
20億7,644万 
9千円 
8.9％ 

普通建設事業費 
51億9,456万6千円 

22.3％ 

災害復旧事業費 
5,348万6千円 
0.2％ 

公債費 
39億4,981万 
9千円 
17.0％ 

公債費 
39億4,981万9千円 

16.9％ 

衛生費 
29億7,128万3千円 

12.7％ 

総務費 
21億5,754万7千円 

9.3％ 

消防費 
7億6,302万1千円 

3.3％ 議会費・商工費・その他 
4億5,495万円 
1.9％ 

教育費 
27億7,457万円 
11.9％ 

土木費 
40億290万8千円 

17.2％ 

県支出金 
15億2,203万8千円 

6.5％ 

地方消費税交付金・地方譲与税・その他 
10億7,292万2千円 

4.6％ 

入湯税 
395万1千円 
0.1％ 

軽自動車税 
1億1,350万3千円 

2.7％ 

市たばこ税 
2億4,764万5千円 

5.9％ 

固定資産税 
19億7,769万5千円 

47.2％ 地方交付税 
77億円 
33.0％ 

国庫支出金 
28億506万円 
12.0％ 

農林水産業費 
14億9,977万3千円 

6.4％ 

国有資産等市町村交付金 
2,759万3千円 
0.7％ 

法　人 
2億8,658万9千円 

6.8％ 

市の人口動態（年度別） （単位：人） 

市の人口 （単位：人） 

表①  市の人口、人口動態（住民基本台帳） 

H17.4.1現在 
53,048 52,668 52,206

H18.4.1現在 H19.4.1現在 

H17年度 H18年度 
出　　生 
死　　亡 
転　　入 
転　　出 
増　　減 

367 
664 
2,310 
2,393 
△ 380

367 
685 
2,334 
2,478 
△ 462

当初予算の主なもの 
総　務　費　　　 ２１億５,７５４万７千円 

○電算システム管理・運用及び地域情報化 

○コミュニティバス運行 

○地籍図数値化事業 

○国際交流員招致事業 

民　生　費　　　 ４７億３,９６２万９千円 

○延長保育促進事業 

○生活保護費支給 

○「食」の自立支援事業【配食サービス】 

衛　生　費　　　 ２９億７,１２８万３千円 

○疾病予防事業 

○子育て支援事業 

○浄化槽設置整備事業 

農林水産業費　　 １４億９,９７７万３千円 

○物産館増築整備事業 

○中山間地域等直接支払い交付金事業 

○新規就農・後継者育成事業 

商　工　費　　　　　 １億４,９７６万円 

○商工業振興対策事業 

○観光振興対策事業 

○薩摩焼パリ伝統美展開催事業 

労　働　費　　 １,５５２万２千円 

○シルバー人材センター育成事業 

土　木　費　　 ４０億２９０万８千円 

○地方道路整備臨時交付金事業 

○道整備交付金事業 

○過疎対策事業 

○土地区画整理事業 

○公営住宅整備事業 

消　防　費　 ７億６,３０２万１千円 

○防火水槽整備事業 

○消防・救急体制整備事業 

教　育　費　　 ２７億７,４５７万円 

○中学校校舎改築事業 

○小中学校施設整備事業 

○小中学校情報教育整備事業 

○外国青年招致事業 

○学習支援アシスタント派遣事業 

○教育相談員配置事業 

○地区公民館の整備 

存 

財 源 費 経 

的 

資 
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費 
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今
年
度
予
算
を
四
月
一
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
人
口
（
五
万
二
千
二
百
六
人
）
で
、
市
民

一
人
当
た
り
に
換
算
し
て
み
ま
す
。 

　
歳
入
の
う
ち
「
市
税
」
を
市
民
一
人
当
た
り

に
換
算
す
る
と
、
八
万
二
百
四
十
四
円
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内
訳
は
、
全

体
の
四
七
・
九
％
を
占
め
る
「
固
定
資
産
税
」

が
ト
ッ
プ
で
三
万
八
千
四
百
十
一
円
、
以
下
「
市

民
税
」
の
三
万
四
千
八
百
四
十
円
、「
市
た
ば
こ

税
」
の
四
千
七
百
四
十
四
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
次
に
歳
出
を
み
て
み
ま
す
。
目
的
別
歳
出
で

市
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
は
、
総
額

で
四
十
四
万
六
千
五
百
六
十
七
円
と
な
り
ま
す
。

最
も
多
い
の
が
前
述
し
た
よ
う
に
「
民
生
費
」

で
九
万
七
百
八
十
七
円
、
次
い
で
「
土
木
費
」

の
七
万
六
千
六
百
七
十
五
円
、
そ
し
て
「
公
債

費
」
の
七
万
五
千
六
百
五
十
八
円
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
と
、
事

業
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
は
一
人
当
た
り
三

十
六
万
六
千
三
百
二
十
三
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
不
足
額
の
大
部
分
が
「
地
方
交
付
税
」
や

国
や
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
か
ら
賄
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
か
ら
、
地
方
公
共
団

体
（
県
・
市
）
が
自
主
的
に
財
源
確

保
を
行
い
、
住
民
に
と
っ
て
真
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
の
責
任
で
効

率
的
に
行
え
る
よ
う
国
税
（
所
得
税
）

か
ら
地
方
税
（
住
民
税
）
へ
税
金
が

移
し
変
え
ら
れ
ま
す
。（
税
源
移
譲
） 

　
こ
の
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、
ほ
と

ん
ど
の
方
は
、
所
得
税
が
平
成
十
九

年
一
月
か
ら
減
り
、
住
民
税
は
平
成

十
九
年
六
月
か
ら
増
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

　
税
金
の
移
し
替
え
な
の
で
、
基
本

的
に
は
所
得
税
と
住
民
税
を
合
わ
せ

た
税
負
担
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
定
率
減
税
の
廃
止
や
、
皆

さ
ん
の
収
入
の
増
減
な
ど
、
別
の
要

因
に
よ
り
、
実
際
の
負
担
額
は
変
わ

り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

　
市
税
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
! 

　
手
続
は
、
あ
な
た
の
預
貯
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。 

 

　取
扱
金
融
機
関 

鹿
児
島
銀
行
　
南
日
本
銀
行
　
鹿
児

島
信
用
金
庫
　
さ
つ
ま
日
置
農
協
　

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
　
鹿
児
島
県

信
用
漁
協
連
合
会
江
口
支
店
　
郵
便

局 　必
要
な
も
の 

○
預
金
通
帳 

○
印
鑑
（
預
金
通
帳
使
用
の
も
の
） 

○
納
税
義
務
者
指
名 

○
振
替
え
る
税
目
（
税
金
の
種
類
） 

　注
意 

○
毎
月
二
十
五
日
が
口
座
振
替
日
。 

　（
振
替
日
が
、
土
・
日
・
祝
祭
日

に
重
な
っ
た
場
合
、
翌
平
日
が
振

替
日
と
な
り
ま
す
） 

○
毎
月
二
十
四
日
ま
で
に
貯
金
残
高

が
不
足
し
て
い
な
い
か
、
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。 

○
振
替
の
口
座
を
解
約
し
た
り
、
変

更
し
た
り
す
る
場
合
、
必
ず
申
込

み
の
金
融
機
関
で
解
約
届
も
し
く

は
変
更
届
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

本
庁
税
務
課
　
　
　
　
　
�
2
7
3
¦
2
1
1
1 

東
市
来
支
所
地
域
振
興
課
�
2
7
4
¦
2
1
1
1 

日
吉
支
所
地
域
振
興
課
　
�
2
9
2
¦
2
1
1
1 

吹
上
支
所
地
域
振
興
課
　
�
2
9
6
¦
2
1
1
1

　
公
営
企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
共
団
体

が
企
業
と
し
て
経
営
す
る
事
業
（
上
下
水

道
・
電
気
・
ガ
ス
・
病
院
・
観
光
施
設
等
）

を
行
う
場
合
に
、
そ
の
性
質
か
ら
そ
の
公

営
企
業
の
経
営
に
伴
う
受
益
の
程
度
に
応

じ
た
料
金
（
使
用
料
）
で
賄
う
た
め
、
そ

の
収
支
を
明
確
に
す
る
こ
と
か
ら
一
般
会

計
と
は
切
り
離
し
て
経
理
す
る
も
の
で
、

日
置
市
に
は
病
院
事
業
と
水
道
事
業
の
二

つ
の
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
収
支
を

明
確
に
す
る
た
め
一
般
会
計
と
は
切
り
離
し
て
経
理
す
る
も
の
で
、

日
置
市
に
は
十
二
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

市
民
一
人
当
た
り 

約
八
万
円
を
負
担 

市
民
一
人
に 

約
四
十
四
万
七
千
円
を
支
出 

市の予算 市の予算 市の予算 

市民１人当たりの 
市税負担額 

総額　80,244円 

市民１人当たりの 
支出額（目的別） 
総額　446,567円 

固定資産税 

市民税 市たばこ税 

民生費 土木費 

38,411円 

4,744円 34,840円 

76,675円 90,787円 

公債費 衛生費 

56,915円 75,658円 

教育費 総務費 

41,328円 53,147円 

農林水産業費 消防費 

14,616円 28,728円 

軽自動車税 入湯税 

75円 2,174円 

公営企業会計（収益的収入および支出） 

会計区分 

病院事業 

水道事業 

200万円以下の金額 

700万円以下の金額 

700万円超の金額 

3％ 

8％ 

10％ 

2％ 
 

3％ 

市民税 県民税 

標準税率 

現　　行 

課税所得 

課税所得 

330万円以下の金額 

900万円以下の金額 

1,800万円以下の金額 

1,800万円超の金額 

課税所得 税　率 

10％ 

20％ 

30％ 

37％ 

税　率 

5％ 

10％ 

20％ 

23％ 

33％ 

40％ 

195万円以下の金額 

330万円以下の金額 

695万円以下の金額 

900万円以下の金額 

1,800万円以下の金額 

1,800万円超の金額 

　　 

　　 一　　律 
6％ 

 

4％ 

 

市民税 県民税 

標準税率 

改正後（平成19年度分の住民税から） 

課税所得 

　　予算額　　 

３億4,270万円 

７億4,074万１千円 

前年度比 

△4.4％ 

△3.0％ 

国民健康保険 

老人保健医療 

特別養護老人ホーム事業 

公共下水道事業 

農業集落排水事業 

国民宿舎事業 

国民保養センターおよび 
老人休養ホーム事業（指定管理者制度導入） 

温泉給湯事業 

公衆浴場事業（指定管理者制度導入） 

飲料水供給施設 

住宅新築資金等貸付事業 

介護保険 

小　　計 

66億9,410万３千円 

84億8,316万４千円 

２億8,618万円 

５億1,280万８千円 

4,405万２千円 

２億7,051万４千円 

200万円 

524万７千円 

118万５千円 

50万２千円 

500万９千円 

44億2,796万７千円 

207億3,273万１千円 

16.4％ 

△3.0％ 

△7.4％ 

△3.7％ 

△1.3％ 

△5.5％ 

△98.8％ 

△7.4％ 

△88.7％ 

△26.4％ 

△45.3％ 

6.3％ 

3.5％ 

会計区分 予算額 前年度比 

特別会計予算 
公
営
企
業
会
計 

特

別

会

計

 
平
成
１９
年
か
ら
あ
な
た
の
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す 

合わせて10％ 

住民税の税率 

現　　行 改正後（平成19年1月分の所得税から） 

所得税の税率 

平成19年度市税納期一覧表 

平
成
１９
年
度 

軽 自 動 車 税  

固 定 資 産 税  

市 県 民 税  

国 民 健 康 保 険 税  

固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 税  

市 県 民 税  

国 民 健 康 保 険 税  

市 県 民 税  

国 民 健 康 保 険 税  

固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 税  

市 県 民 税  

固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 税  

５月15日～５月31日 

 

６月15日～７月２日 

 

７月15日～７月31日 
 

８月15日～８月31日 

９月15日～10月１日 

10月15日～10月31日 

11月15日～11月30日 

12月10日～12月25日 
 

１月15日～１月31日 

２月10日～２月29日 

年分 

１期 

１期 

 

２期 
 

２期 

３期 

３期 

４期 

３期 

５期 

４期 

４期 

６期 

５月 

 

６月 

 

７月 
 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 
 

１月 

２月 

税　　　目 納　期　限 期　　別 区分 
月 

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□ 



　
今
年
度
予
算
を
四
月
一
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
人
口
（
五
万
二
千
二
百
六
人
）
で
、
市
民

一
人
当
た
り
に
換
算
し
て
み
ま
す
。 

　
歳
入
の
う
ち
「
市
税
」
を
市
民
一
人
当
た
り

に
換
算
す
る
と
、
八
万
二
百
四
十
四
円
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内
訳
は
、
全

体
の
四
七
・
九
％
を
占
め
る
「
固
定
資
産
税
」

が
ト
ッ
プ
で
三
万
八
千
四
百
十
一
円
、
以
下
「
市

民
税
」
の
三
万
四
千
八
百
四
十
円
、「
市
た
ば
こ

税
」
の
四
千
七
百
四
十
四
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
次
に
歳
出
を
み
て
み
ま
す
。
目
的
別
歳
出
で

市
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
は
、
総
額

で
四
十
四
万
六
千
五
百
六
十
七
円
と
な
り
ま
す
。

最
も
多
い
の
が
前
述
し
た
よ
う
に
「
民
生
費
」

で
九
万
七
百
八
十
七
円
、
次
い
で
「
土
木
費
」

の
七
万
六
千
六
百
七
十
五
円
、
そ
し
て
「
公
債

費
」
の
七
万
五
千
六
百
五
十
八
円
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
と
、
事

業
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
は
一
人
当
た
り
三

十
六
万
六
千
三
百
二
十
三
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
不
足
額
の
大
部
分
が
「
地
方
交
付
税
」
や

国
や
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
か
ら
賄
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
か
ら
、
地
方
公
共
団

体
（
県
・
市
）
が
自
主
的
に
財
源
確

保
を
行
い
、
住
民
に
と
っ
て
真
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
の
責
任
で
効

率
的
に
行
え
る
よ
う
国
税
（
所
得
税
）

か
ら
地
方
税
（
住
民
税
）
へ
税
金
が

移
し
変
え
ら
れ
ま
す
。（
税
源
移
譲
） 

　
こ
の
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、
ほ
と

ん
ど
の
方
は
、
所
得
税
が
平
成
十
九

年
一
月
か
ら
減
り
、
住
民
税
は
平
成

十
九
年
六
月
か
ら
増
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

　
税
金
の
移
し
替
え
な
の
で
、
基
本

的
に
は
所
得
税
と
住
民
税
を
合
わ
せ

た
税
負
担
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
定
率
減
税
の
廃
止
や
、
皆

さ
ん
の
収
入
の
増
減
な
ど
、
別
の
要

因
に
よ
り
、
実
際
の
負
担
額
は
変
わ

り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

　
市
税
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
! 

　
手
続
は
、
あ
な
た
の
預
貯
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。 

 

　取
扱
金
融
機
関 

鹿
児
島
銀
行
　
南
日
本
銀
行
　
鹿
児

島
信
用
金
庫
　
さ
つ
ま
日
置
農
協
　

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
　
鹿
児
島
県

信
用
漁
協
連
合
会
江
口
支
店
　
郵
便

局 　必
要
な
も
の 

○
預
金
通
帳 

○
印
鑑
（
預
金
通
帳
使
用
の
も
の
） 

○
納
税
義
務
者
指
名 

○
振
替
え
る
税
目
（
税
金
の
種
類
） 

　注
意 

○
毎
月
二
十
五
日
が
口
座
振
替
日
。 

　（
振
替
日
が
、
土
・
日
・
祝
祭
日

に
重
な
っ
た
場
合
、
翌
平
日
が
振

替
日
と
な
り
ま
す
） 

○
毎
月
二
十
四
日
ま
で
に
貯
金
残
高

が
不
足
し
て
い
な
い
か
、
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。 

○
振
替
の
口
座
を
解
約
し
た
り
、
変

更
し
た
り
す
る
場
合
、
必
ず
申
込

み
の
金
融
機
関
で
解
約
届
も
し
く

は
変
更
届
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

本
庁
税
務
課
　
　
　
　
　
�
2
7
3
¦
2
1
1
1 

東
市
来
支
所
地
域
振
興
課
�
2
7
4
¦
2
1
1
1 

日
吉
支
所
地
域
振
興
課
　
�
2
9
2
¦
2
1
1
1 

吹
上
支
所
地
域
振
興
課
　
�
2
9
6
¦
2
1
1
1

　
公
営
企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
共
団
体

が
企
業
と
し
て
経
営
す
る
事
業
（
上
下
水

道
・
電
気
・
ガ
ス
・
病
院
・
観
光
施
設
等
）

を
行
う
場
合
に
、
そ
の
性
質
か
ら
そ
の
公

営
企
業
の
経
営
に
伴
う
受
益
の
程
度
に
応

じ
た
料
金
（
使
用
料
）
で
賄
う
た
め
、
そ

の
収
支
を
明
確
に
す
る
こ
と
か
ら
一
般
会

計
と
は
切
り
離
し
て
経
理
す
る
も
の
で
、

日
置
市
に
は
病
院
事
業
と
水
道
事
業
の
二

つ
の
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
収
支
を

明
確
に
す
る
た
め
一
般
会
計
と
は
切
り
離
し
て
経
理
す
る
も
の
で
、

日
置
市
に
は
十
二
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

市
民
一
人
当
た
り 

約
八
万
円
を
負
担 

市
民
一
人
に 

約
四
十
四
万
七
千
円
を
支
出 

市の予算 市の予算 市の予算 

市民１人当たりの 
市税負担額 

総額　80,244円 

市民１人当たりの 
支出額（目的別） 
総額　446,567円 

固定資産税 

市民税 市たばこ税 

民生費 土木費 

38,411円 

4,744円 34,840円 

76,675円 90,787円 

公債費 衛生費 

56,915円 75,658円 

教育費 総務費 

41,328円 53,147円 

農林水産業費 消防費 

14,616円 28,728円 

軽自動車税 入湯税 

75円 2,174円 

公営企業会計（収益的収入および支出） 

会計区分 

病院事業 

水道事業 

200万円以下の金額 

700万円以下の金額 

700万円超の金額 

3％ 

8％ 

10％ 

2％ 
 

3％ 

市民税 県民税 

標準税率 

現　　行 

課税所得 

課税所得 

330万円以下の金額 

900万円以下の金額 

1,800万円以下の金額 

1,800万円超の金額 

課税所得 税　率 

10％ 

20％ 

30％ 

37％ 

税　率 

5％ 

10％ 

20％ 

23％ 

33％ 

40％ 

195万円以下の金額 

330万円以下の金額 

695万円以下の金額 

900万円以下の金額 

1,800万円以下の金額 

1,800万円超の金額 

　　 

　　 一　　律 
6％ 

 

4％ 

 

市民税 県民税 

標準税率 

改正後（平成19年度分の住民税から） 

課税所得 

　　予算額　　 

３億4,270万円 

７億4,074万１千円 

前年度比 

△4.4％ 

△3.0％ 

国民健康保険 

老人保健医療 

特別養護老人ホーム事業 

公共下水道事業 

農業集落排水事業 

国民宿舎事業 

国民保養センターおよび 
老人休養ホーム事業（指定管理者制度導入） 

温泉給湯事業 

公衆浴場事業（指定管理者制度導入） 

飲料水供給施設 

住宅新築資金等貸付事業 

介護保険 

小　　計 

66億9,410万３千円 

84億8,316万４千円 

２億8,618万円 

５億1,280万８千円 

4,405万２千円 

２億7,051万４千円 

200万円 

524万７千円 

118万５千円 

50万２千円 

500万９千円 

44億2,796万７千円 

207億3,273万１千円 

16.4％ 

△3.0％ 

△7.4％ 

△3.7％ 

△1.3％ 

△5.5％ 

△98.8％ 

△7.4％ 

△88.7％ 

△26.4％ 

△45.3％ 

6.3％ 

3.5％ 

会計区分 予算額 前年度比 

特別会計予算 
公
営
企
業
会
計 

特

別

会

計

 

平
成
１９
年
か
ら
あ
な
た
の
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す 

合わせて10％ 

住民税の税率 

現　　行 改正後（平成19年1月分の所得税から） 

所得税の税率 

平成19年度市税納期一覧表 

平
成
１９
年
度 

軽 自 動 車 税  

固 定 資 産 税  

市 県 民 税  

国 民 健 康 保 険 税  

固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 税  

市 県 民 税  

国 民 健 康 保 険 税  

市 県 民 税  

国 民 健 康 保 険 税  

固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 税  

市 県 民 税  

固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 税  

５月15日～５月31日 

 

６月15日～７月２日 

 

７月15日～７月31日 
 

８月15日～８月31日 

９月15日～10月１日 

10月15日～10月31日 

11月15日～11月30日 

12月10日～12月25日 
 

１月15日～１月31日 

２月10日～２月29日 

年分 

１期 

１期 

 

２期 
 

２期 

３期 

３期 

４期 

３期 

５期 

４期 

４期 

６期 

５月 

 

６月 

 

７月 
 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 
 

１月 

２月 

税　　　目 納　期　限 期　　別 区分 
月 

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□ 



　
コ
ン
テ
ナ
収
集
は
、
平
成
十
五
年

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
の
分
別
収
集
開
始
に
伴

い
、
旧
日
置
地
区
塵
芥
処
理
組
合
の

加
盟
六
町
の
中
で
、
旧
伊
集
院
町
が

先
駆
け
て
始
め
た
も
の
。
実
施
し
た

理
由
は
、「
袋
収
集
で
は
分
別
が
徹

底
さ
れ
な
い
」
と
判
断
し
た
た
め
で
、

当
時
、
県
内
の
他
の
市
や
町
で
も
コ

ン
テ
ナ
収
集
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
合
併
後
、
ま
ず
は
旧
伊
集
院
町
が

行
っ
た
よ
う
に
三
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ

モ
デ
ル
と
な
る
自
治
会
を
選
定
し
、

お
よ
そ
半
年
間
の
試
行
を
実
施
。
同

時
に
、
一
斉
実
施
へ
向
け
具
体
的
な

収
集
場
所
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
が
、

「
場
所
の
確
保
が
困
難
」、「
指
導
員

と
し
て
立
つ
人
が
限
ら
れ
て
い
る
」、

「
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
袋
収
集
の

ま
ま
で
は
だ
め
な
の
か
」
と
い
っ
た

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
収
集
場
所
の
選
定
後
、
経
費
を
積

算
。
結
果
、
全
市
コ
ン
テ
ナ
収
集
の

場
合
と
全
市
袋
収
集
の
場
合
と
で
は
、

コ
ン
テ
ナ
収
集
の
方
が
総
体
の
経
費

で
お
よ
そ
二
千
万
円
高
く
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま

ま
コ
ン
テ
ナ
収
集
を
実
施
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
判
断
し
、
十
八
年
度
中

の
一
斉
実
施
に
つ
い
て
は
見
送
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
市
で
は
、
袋
収
集
の
分
別

状
況
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
昨
年
八
月
に
袋
収
集

を
行
っ
て
い
る
三
地
域
の
自
治
会
長

な
ど
を
対
象
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
の
見
学
会
と
意
見
交
換
を
実

施
。
袋
収
集
で
は
、
分
別
が
個
人
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
る
た
め
、
誤
っ
た

分
別
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
参
加
者
も
、「
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
分
別
が
徹
底
で
き

て
い
な
い
こ
と
を
認
識
さ
れ
ま
し
た
。 

　
意
見
交
換
会
で
は
「
袋
収
集
は
続

け
な
が
ら
、
説
明
会
を
開
い
て
分
別

を
徹
底
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意

見
が
多
か
っ
た
一
方
、
モ
デ
ル
を
実

施
し
た
自
治
会
か
ら
は
「
い
ろ
い
ろ

な
問
題
は
あ
っ
た
が
、
自
治
会
員
の

分
別
に
対
す
る
認
識
は
確
実
に
高
ま

っ
た
」
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。 

 

問
題
点
と
利
点 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集
と
袋
収
集
と
で
は

そ
れ
ぞ
れ
問
題
点
、
利
点
が
あ
り
ま

す
。
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。 

　 　
コ
ン
テ
ナ
収
集
の
問
題
点 

・
分
別
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
指
導
員
・
補
助
員
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
。 

・
収
集
場
所
の
選
定
が
難
し
く
、
ま

た
収
集
場
所
が
限
定
さ
れ
る
（
高

齢
者
等
へ
の
対
応
）
。 

・
荒
天
時
の
対
応
や
、
早
朝
実
施
な

ど
の
制
限
が
あ
る
。 

・
袋
収
集
に
比
べ
、
ご
み
処
理
経
費

が
総
体
で
高
く
な
る
。 

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
上
の
問
題
が
あ
る
。 

 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集
の
利
点 

・
市
民
の
分
別
意
識
が
よ
り
高
ま
り
、

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
な

が
る
。 

・
指
導
員
・
補
助
員
が
立
ち
会
う
た

め
、
異
物
混
入
が
防
げ
る
。 

・
共
同
作
業
に
よ
り
、
自
治
意
識
が

高
ま
る
。 

 

　
袋
収
集
の
問
題
点 

・
分
別
が
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

る
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
収
集
に
比
べ

て
分
別
が
劣
る
。 

・
資
源
ご
み
袋
を
購
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
大
25
円
、
小
15
円
）
。 

・
ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
が
集
積
所
に

取
り
残
さ
れ
る
な
ど
、
維
持
管
理

が
大
変
で
あ
る
。 

・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ

る
手
選
別
の
必
要
が
あ
る
。 

・
雨
天
時
の
古
紙
収
集
の
問
題
。 

 

　
袋
収
集
の
利
点 

・
可
燃
ご
み
と
同
様
、
近
く
の
集
積

所
に
出
せ
る
。 

・
共
同
作
業
が
不
要
と
な
り
、
ご
み

を
出
す
時
間
に
さ
ほ
ど
拘
束
さ
れ

な
い
。 

・
伊
集
院
地
域
以
外
の
三
地
域
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
収
集
形
態
で

抵
抗
が
な
い
。 

 

分
別
に
も
差
が
あ
る 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集
と
袋
収
集
で
は
、

分
別
品
目
数
に
も
差
が
あ
り
ま
す
。 

 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集 

①
カ
ン
類
②
生
き
ビ
ン
（
リ
サ
イ
ク

ル
可
能
な
ビ
ン
）
③
そ
の
他
ビ
ン
④

新
聞
紙
・
チ
ラ
シ
⑤
紙
パ
ッ
ク
⑥
ダ

ン
ボ
ー
ル
⑦
本
・
雑
誌
⑧
そ
の
他
の

紙
⑨
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
⑩
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
⑪
燃
や
せ
な
い
ご
み
⑫
有

害
ご
み 

 

　
袋
収
集 

①
カ
ン
類
②
ビ
ン
類
③
紙
パ
ッ
ク
（
古

紙
類
）
④
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
⑤
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
⑥
燃
や
せ
な
い
ご
み

⑦
有
害
ご
み
（
一
部
は
指
定
場
所
に

あ
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
） 

　
環
境
保
全
や
資
源
を
有
効
活
用
す

る
上
で
も
、
徹
底
し
た
分
別
を
行
う

こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
た
だ
、

分
別
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
処
理
に

か
か
る
費
用
が
多
く
な
る
の
も
事
実

で
す
。
日
置
市
に
お
け
る
ご
み
の
総

排
出
量
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

資
源
化
で
き
る
ご
み
の
量
は
逆
に
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

検
討
委
員
会
を
設
置 

　
市
で
は
、
収
集
方
式
の
統
一
に
向

け
「
ご
み
分
別
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
委
員
は
、
各
地
域

の
自
治
会
長
会
の
代
表
、
地
域
女
性

連
絡
協
議
会
の
代
表
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親

委
員
の
代
表
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
代

表
で
構
成
。
総
合
的
な
視
野
に
立
ち
、

収
集
方
式
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
の
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集
、
袋
収
集
の
い
ず

れ
の
方
式
を
と
る
に
せ
よ
、
ご
み
を

出
す
の
は
皆
さ
ん
で
す
。
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
同
時
に
、
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
も
必
要
で

す
。
ご
み
の
な
い
日
置
市
に
し
て
い

く
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
資
源
ご
み
の
収
集
方
式
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に
コ
ン
テ
ナ

収
集
へ
統
一
す
る
予
定
で
し
た
が
、
経
費
の
問
題
や
コ
ン
テ
ナ
収
集
に
対
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
を

昨
年
の
広
報
ひ
お
き
三
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集
は
現
在
、
伊
集
院
地
域
が
行
っ
て
お
り
、
東
市
来
・
日
吉
・

吹
上
の
三
地
域
で
は
袋
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
併
後
ま
も
な
く
二
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
収
集
方
式
が
異
な
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
り

ま
す
。 

　
ご
み
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
た
問
題
で
あ
り
、
環
境
保
全
や
財
政
状
況
、

自
治
会
で
の
取
り
組
み
方
な
ど
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ど
の
収
集
方
法
が
良
い
の
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み 

コ
ン
テ
ナ
収
集
の
流
れ 

コ
ン
テ
ナ
・
ネ
ッ
ト
を
、
業
者
が

自
治
会
の
収
集
場
所
に
前
日
配
布

す
る
。 

早
朝
、
指
導
員
・
補
助
員
が
機
材

を
並
べ
て
準
備
す
る
。 

終
了
後
、
そ
の
日
の
う
ち
に
業
者

が
回
収
す
る
。 

各
家
庭
か
ら
ご
み
を
持
ち
寄
り
、

指
導
員
・
補
助
員
の
前
で
品
目
ご

と
に
コ
ン
テ
ナ
・
ネ
ッ
ト
に
分
別

し
て
入
れ
る
。 

袋
収
集
の
流
れ 

各
家
庭
で
分
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
指

定
の
袋
に
入
れ
る
。 

指
定
さ
れ
た
収
集
場
所
に
ご
み
を

持
ち
込
む
。 

そ
の
日
の
う
ち
に
業
者
が
回
収
す

る
が
、
分
別
が
守
ら
れ
て
い
な
い

袋
は
回
収
し
な
い
。 

コ
ン
テ
ナ
収
集
・
袋
収
集 

　
　
　
　
ど
ち
ら
が
い
い
の
か 

コンテナ収集 
（写真はイメージ） 

袋収集 
（写真はイメージ） 

コンテナ収集 
（写真はイメージ） 

袋収集 
（写真はイメージ） 

い 



　
コ
ン
テ
ナ
収
集
は
、
平
成
十
五
年

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
の
分
別
収
集
開
始
に
伴

い
、
旧
日
置
地
区
塵
芥
処
理
組
合
の

加
盟
六
町
の
中
で
、
旧
伊
集
院
町
が

先
駆
け
て
始
め
た
も
の
。
実
施
し
た

理
由
は
、「
袋
収
集
で
は
分
別
が
徹

底
さ
れ
な
い
」
と
判
断
し
た
た
め
で
、

当
時
、
県
内
の
他
の
市
や
町
で
も
コ

ン
テ
ナ
収
集
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
合
併
後
、
ま
ず
は
旧
伊
集
院
町
が

行
っ
た
よ
う
に
三
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ

モ
デ
ル
と
な
る
自
治
会
を
選
定
し
、

お
よ
そ
半
年
間
の
試
行
を
実
施
。
同

時
に
、
一
斉
実
施
へ
向
け
具
体
的
な

収
集
場
所
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
が
、

「
場
所
の
確
保
が
困
難
」、「
指
導
員

と
し
て
立
つ
人
が
限
ら
れ
て
い
る
」、

「
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
袋
収
集
の

ま
ま
で
は
だ
め
な
の
か
」
と
い
っ
た

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
収
集
場
所
の
選
定
後
、
経
費
を
積

算
。
結
果
、
全
市
コ
ン
テ
ナ
収
集
の

場
合
と
全
市
袋
収
集
の
場
合
と
で
は
、

コ
ン
テ
ナ
収
集
の
方
が
総
体
の
経
費

で
お
よ
そ
二
千
万
円
高
く
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま

ま
コ
ン
テ
ナ
収
集
を
実
施
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
判
断
し
、
十
八
年
度
中

の
一
斉
実
施
に
つ
い
て
は
見
送
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
市
で
は
、
袋
収
集
の
分
別

状
況
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
昨
年
八
月
に
袋
収
集

を
行
っ
て
い
る
三
地
域
の
自
治
会
長

な
ど
を
対
象
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
の
見
学
会
と
意
見
交
換
を
実

施
。
袋
収
集
で
は
、
分
別
が
個
人
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
る
た
め
、
誤
っ
た

分
別
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
参
加
者
も
、「
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
分
別
が
徹
底
で
き

て
い
な
い
こ
と
を
認
識
さ
れ
ま
し
た
。 

　
意
見
交
換
会
で
は
「
袋
収
集
は
続

け
な
が
ら
、
説
明
会
を
開
い
て
分
別

を
徹
底
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意

見
が
多
か
っ
た
一
方
、
モ
デ
ル
を
実

施
し
た
自
治
会
か
ら
は
「
い
ろ
い
ろ

な
問
題
は
あ
っ
た
が
、
自
治
会
員
の

分
別
に
対
す
る
認
識
は
確
実
に
高
ま

っ
た
」
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。 

 

問
題
点
と
利
点 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集
と
袋
収
集
と
で
は

そ
れ
ぞ
れ
問
題
点
、
利
点
が
あ
り
ま

す
。
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。 

　 　
コ
ン
テ
ナ
収
集
の
問
題
点 

・
分
別
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
指
導
員
・
補
助
員
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
。 

・
収
集
場
所
の
選
定
が
難
し
く
、
ま

た
収
集
場
所
が
限
定
さ
れ
る
（
高

齢
者
等
へ
の
対
応
）
。 

・
荒
天
時
の
対
応
や
、
早
朝
実
施
な

ど
の
制
限
が
あ
る
。 

・
袋
収
集
に
比
べ
、
ご
み
処
理
経
費

が
総
体
で
高
く
な
る
。 

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
上
の
問
題
が
あ
る
。 

 
　
コ
ン
テ
ナ
収
集
の
利
点 

・
市
民
の
分
別
意
識
が
よ
り
高
ま
り
、

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
な

が
る
。 

・
指
導
員
・
補
助
員
が
立
ち
会
う
た

め
、
異
物
混
入
が
防
げ
る
。 

・
共
同
作
業
に
よ
り
、
自
治
意
識
が

高
ま
る
。 

 

　
袋
収
集
の
問
題
点 

・
分
別
が
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

る
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
収
集
に
比
べ

て
分
別
が
劣
る
。 

・
資
源
ご
み
袋
を
購
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
大
25
円
、
小
15
円
）
。 

・
ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
が
集
積
所
に

取
り
残
さ
れ
る
な
ど
、
維
持
管
理

が
大
変
で
あ
る
。 

・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ

る
手
選
別
の
必
要
が
あ
る
。 

・
雨
天
時
の
古
紙
収
集
の
問
題
。 

 

　
袋
収
集
の
利
点 

・
可
燃
ご
み
と
同
様
、
近
く
の
集
積

所
に
出
せ
る
。 

・
共
同
作
業
が
不
要
と
な
り
、
ご
み

を
出
す
時
間
に
さ
ほ
ど
拘
束
さ
れ

な
い
。 

・
伊
集
院
地
域
以
外
の
三
地
域
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
収
集
形
態
で

抵
抗
が
な
い
。 

 

分
別
に
も
差
が
あ
る 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集
と
袋
収
集
で
は
、

分
別
品
目
数
に
も
差
が
あ
り
ま
す
。 

 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集 

①
カ
ン
類
②
生
き
ビ
ン
（
リ
サ
イ
ク

ル
可
能
な
ビ
ン
）
③
そ
の
他
ビ
ン
④

新
聞
紙
・
チ
ラ
シ
⑤
紙
パ
ッ
ク
⑥
ダ

ン
ボ
ー
ル
⑦
本
・
雑
誌
⑧
そ
の
他
の

紙
⑨
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
⑩
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
⑪
燃
や
せ
な
い
ご
み
⑫
有

害
ご
み 

 
　
袋
収
集 

①
カ
ン
類
②
ビ
ン
類
③
紙
パ
ッ
ク
（
古

紙
類
）
④
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
⑤
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
⑥
燃
や
せ
な
い
ご
み

⑦
有
害
ご
み
（
一
部
は
指
定
場
所
に

あ
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
） 

　
環
境
保
全
や
資
源
を
有
効
活
用
す

る
上
で
も
、
徹
底
し
た
分
別
を
行
う

こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
た
だ
、

分
別
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
処
理
に

か
か
る
費
用
が
多
く
な
る
の
も
事
実

で
す
。
日
置
市
に
お
け
る
ご
み
の
総

排
出
量
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

資
源
化
で
き
る
ご
み
の
量
は
逆
に
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

検
討
委
員
会
を
設
置 

　
市
で
は
、
収
集
方
式
の
統
一
に
向

け
「
ご
み
分
別
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
委
員
は
、
各
地
域

の
自
治
会
長
会
の
代
表
、
地
域
女
性

連
絡
協
議
会
の
代
表
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親

委
員
の
代
表
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
代

表
で
構
成
。
総
合
的
な
視
野
に
立
ち
、

収
集
方
式
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
の
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集
、
袋
収
集
の
い
ず

れ
の
方
式
を
と
る
に
せ
よ
、
ご
み
を

出
す
の
は
皆
さ
ん
で
す
。
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
同
時
に
、
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
も
必
要
で

す
。
ご
み
の
な
い
日
置
市
に
し
て
い

く
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
資
源
ご
み
の
収
集
方
式
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に
コ
ン
テ
ナ

収
集
へ
統
一
す
る
予
定
で
し
た
が
、
経
費
の
問
題
や
コ
ン
テ
ナ
収
集
に
対
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
を

昨
年
の
広
報
ひ
お
き
三
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集
は
現
在
、
伊
集
院
地
域
が
行
っ
て
お
り
、
東
市
来
・
日
吉
・

吹
上
の
三
地
域
で
は
袋
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
併
後
ま
も
な
く
二
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
収
集
方
式
が
異
な
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
り

ま
す
。 

　
ご
み
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
た
問
題
で
あ
り
、
環
境
保
全
や
財
政
状
況
、

自
治
会
で
の
取
り
組
み
方
な
ど
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ど
の
収
集
方
法
が
良
い
の
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み 

コ
ン
テ
ナ
収
集
の
流
れ 

コ
ン
テ
ナ
・
ネ
ッ
ト
を
、
業
者
が

自
治
会
の
収
集
場
所
に
前
日
配
布

す
る
。 

早
朝
、
指
導
員
・
補
助
員
が
機
材

を
並
べ
て
準
備
す
る
。 

終
了
後
、
そ
の
日
の
う
ち
に
業
者

が
回
収
す
る
。 

各
家
庭
か
ら
ご
み
を
持
ち
寄
り
、

指
導
員
・
補
助
員
の
前
で
品
目
ご

と
に
コ
ン
テ
ナ
・
ネ
ッ
ト
に
分
別

し
て
入
れ
る
。 

袋
収
集
の
流
れ 

各
家
庭
で
分
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
指

定
の
袋
に
入
れ
る
。 

指
定
さ
れ
た
収
集
場
所
に
ご
み
を

持
ち
込
む
。 

そ
の
日
の
う
ち
に
業
者
が
回
収
す

る
が
、
分
別
が
守
ら
れ
て
い
な
い

袋
は
回
収
し
な
い
。 

コ
ン
テ
ナ
収
集
・
袋
収
集 

　
　
　
　
ど
ち
ら
が
い
い
の
か 

コンテナ収集 
（写真はイメージ） 

袋収集 
（写真はイメージ） 

コンテナ収集 
（写真はイメージ） 

袋収集 
（写真はイメージ） 

い 



　
三
月
六
日
、
市
中
央
公
民
館
で
市

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
式
に
は
、
入
隊
者
を
は
じ
め
、
市

や
自
衛
隊
関
係
者
、
市
内
自
衛
隊
父

兄
会
の
方
々
が
出
席
。
宮
路
市
長
は

「
そ
れ
ぞ
れ
の
入
校
、
入
隊
先
で
友

人
を
た
く
さ
ん
作
り
、
共
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
五
月
の
連
休
に
立
派

な
姿
で
帰
省
し
て
く
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
し
ま

し
た
。
入
隊
者
を
代
表
し
て
、
有
村

和
貴
さ
ん（
吹
上
）が
「
激
励
の
言
葉

を
肝
に
銘
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
校
、

入
隊
先
で
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
三
月
十
九
日
、
平
成
十
八
年
度
第

三
次
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
派
遣

さ
れ
る
坂
元
英
樹
さ
ん
（
東
市
来
）

と
田
淵
久
美
子
さ
ん
（
東
市
来
）
が

湯
田
平
助
役
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
坂
元
さ
ん
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ケ
ゴ

ー
ル
技
術
訓
練
短
期
大
学
に
配
属
さ

れ
、
同
国
で
急
速
に
普
及
し
て
い
る

自
動
車
な
ど
の
整
備
技
術
を
指
導
。

田
淵
さ
ん
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
共
和
国
の

修
道
院
オ
ガ
ー
ル
　
ラ
ウ
ラ
　
ビ
ク

ー
ニ
ャ
に
配
属
さ
れ
、
院
内
施
設
の

生
徒
に
手
工
芸
な
ど
を
指
導
す
る
予

定
。 

　
坂
元
さ
ん
と
田
淵
さ
ん
は
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
少
し
で
も
任
国
に

貢
献
し
、
ま
た
現
地
の
人
や
文
化
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
で
自
分
自
身
も
成
長

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。 

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
日
吉
支
所
が
、

地
域
内
の
バ
ス
停
に
設
置
し
て
あ
る

椅
子
を
修
理
、
交
換
（
七
カ
所
）、

設
置
（
三
カ
所
）
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
か
ね
て
か
ら
バ
ス
停
の

椅
子
の
危
険
性
に
つ
い
て
住
民
か
ら

要
望
が
あ
り
、
同
協
議
会
が
幹
線
道

路
沿
い
の
バ
ス
停
の
椅
子
を
調
査
。

住
民
か
ら
の
福
祉
寄
付
金
に
よ
っ
て

修
理
、
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
地
域
住
民
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た

贈
り
物
を
大
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

　
関
ヶ
原
合
戦
の
敵
中
突
破
で
、
島

津
義
弘
公
を
守
る
べ
く
奮
戦
し
、
果

て
た
島
津
豊
久
公
の
縁
で
交
流
を
深

め
て
い
る
岐
阜
県
大
垣
市
上
石
津
を

永
吉
南
郷
会
員
が
訪
れ
、
二
月
二
十

八
日
か
ら
三
日
間
、
史
跡
の
研
修
や

関
係
団
体
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
上
石
津
に
着
い
た
一
行
は
、
早
速

豊
久
公
の
墓
前
へ
。
初
め
て
見
る
五

輪
塔
に
線
香
を
手
向
け
、
御
霊
に
そ

れ
ぞ
れ
の
想
い
を
語
り
か
け
ま
し
た
。 

　
公
の
菩
提
寺
瑠
璃
光
寺
で
は
、
代
々

受
け
継
が
れ
て
い
る
位
牌
を
拝
み
、

合
戦
場
で
は
、
西
軍
の
将
、
石
田
三

成
が
陣
を
し
い
た
笹
尾
山
か
ら
往
時

を
偲
び
ま
し
た
。
ま
た
、
義
弘
公
を

山
中
案
内
し
た
近
江
国
の
小
林
新
六

郎
家
を
訪
れ
、
仏
前
に
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。 

　
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
、
島
津
関

係
市
町
村
友
好
文
化
交
流
実
行
委
員

会
や
島
津
会
関
係
者
ら
と
懇
談
。「
歴

史
を
大
切
に
し
、
未
来
に
活
か
し
て

い
こ
う
」
と
語
り
合
い
、
今
後
の
末

永
い
交
流
と
歴
史
を
通
し
た
地
域
づ

く
り
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

　
三
月
一
日
、
県
市
町
村
土
地
開
発

公
社
日
置
支
社
と
社
団
法
人
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
に
よ
る
「
分
譲
地

購
入
者
紹
介
に
関
す
る
協
定
式
」
が

行
わ
れ
、
宮
路
市
長
や
竹
下
豪
同
協

会
長
ら
が
出
席
し
、
協
定
を
結
び
ま

し
た
。 

　
こ
の
協
定
は
、
日
置
支
社
が
分
譲

し
て
い
る
市
内
七
カ
所
の
住
宅
団
地

お
よ
び
清
藤
工
業
団
地
を
含
む
分
譲

地
を
、
四
月
か
ら
民
間
の
不
動
産
業

者
を
介
し
て
購
入
希
望
者
に
紹
介
す

る
と
い
う
も
の
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、

今
後
の
分
譲
地
の
販
売
促
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

　
地
域
住
民
の
安
全
を
、
自
ら
の
手

で
守
ろ
う
と
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
が
発
足
し
、
そ
の
出
発
式
が
三

月
九
日
、
吹
上
交
番
で
あ
り
ま
し
た
。 

　「
飲
酒
運
転
で
き
な
い
よ
う
下
駄

で
飲
み
会
を
し
よ
う
」
と
集
ま
っ
た

「
下
駄
会
」
の
申
請
が
認
可
さ
れ
た

も
の
で
、「
下
駄
会
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
出
発
式
に
は
、
同
会
シ
ン
ボ
ル
の

下
駄
履
き
ウ
ミ
ガ
メ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

羽
織
っ
た
会
員
や
日
置
署
員
ら
が
出

席
。「
地
域
防
犯
の
た
め
に
末
永
い

活
動
を
」
と
同
会
の
丸
山
会
長
が
あ

い
さ
つ
。
二
台
の
パ
ト
ロ
ー
ル
車
が

紹
介
さ
れ
、
早
速
青
い
回
転
灯
を
点

灯
し
て
、
初
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
と
出
発

し
ま
し
た
。 

　
防
犯
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
意
識
を

高
め
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
と
青
パ
ト
、
そ

し
て
警
察
と
の
協
働
が
、
安
心
安
全

な
吹
上
地
域
を
つ
く
り
ま
す
。 

希
望
を
胸
に
、１３
人
が
門
出 

分
譲
地
購
入
者 

紹
介
に
関
す
る
協
定
式 

先
人
の
ご
縁
を
未
来
に 平

成
１９
年
市
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
式 

異
国
の
文
化
に
ふ
れ
、社
会
に
貢
献 

平
成
18 
年
度
第
三
次
青
年
海
外
協
力
隊 

バ
ス
停
に
待
合
椅
子
を
設
置 

社
会
福
祉
協
議
会 

大
垣
市
上
石
津
産
業
文
化
交
流 

▲お礼の言葉を述べる有村和貴さん 

　
三
月
十
七
日
、
八
幡
自
治
会
（
日

吉
）
で
八
幡
せ
っ
ぺ
と
べ
会
ふ
れ
あ

い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
読

み
聞
か
せ
や
、
大
豆
を
使
っ
た
お
箸

の
持
ち
方
や
使
い
方
の
指
導
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
外
で
は
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
一
緒
に
な
っ
て
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

初
め
て
体
験
す
る
子
も
多
く
、
最
初

の
う
ち
は
高
齢
者
の
方
々
に
手
取
り

足
取
り
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
上
手
に
な
り
、
中
に

は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
二
回
も
出
す

子
ど
も
も
い
て
、
地
域
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
昼
食
は
、
八
幡
神
社
の
御
神
田
で

採
れ
た
御
神
米
で
地
域
の
お
母
さ
ん

方
が
作
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。
参
加

者
は
、
御
神
田
の
恵
み
に
感
謝
し
な

が
ら
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。 

　
日
当
川
農
産
窯
の
炭
焼
窯
で
、
大

木
の
木
炭
が
焼
き
上
が
り
ま
し
た
。 

　
今
回
焼
か
れ
た
炭
は
、
日
当
川
農

産
窯
の
炭
焼
窯
で
は
一
番
大
き
い
も

の
で
、
直
径
五
十
五
㌢
、
高
さ
四
十

三
㌢
、
幹
周
り
百
四
十
八
㌢
あ
り
ま

す
。 

　
木
炭
は
、
燃
料
と
し
て
の
利
用
は

も
ち
ろ
ん
、
脱
臭
効
果
や
調
湿
効
果

も
あ
る
た
め
、
現
在
で
は
形
を
楽
し

む
「
炭
ア
ー
ト
」
イ
ン
テ
リ
ア
と
し

て
の
需
要
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

い
き
が
い
の
あ
る
地
域
に 

大
き
な
木
炭
を
焼
い
た
よ 

八
幡
せ
っ
ぺ
と
べ
会
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

下
駄
会
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
発 

青
パ
ト
出
発
式 

　
二
月
二
十
三
日
、
日
吉
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
福
祉
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
模
擬
体
験
で
は
、
日
吉
地
域
が
津

波
に
襲
わ
れ
、
住
民
が
被
災
し
た
と

の
想
定
で
、
日
吉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
に
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
。
市
内
外
か
ら
多
数
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
受
付
や

避
難
所
等
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
は
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
非

常
炊
き
出
し
用
ポ
リ
袋
）
を
利
用
し

た
炊
き
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
、
全
員

が
協
力
し
て
参
加
。
昼
食
時
に
は
試

食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
東
市
来
・
吹
上
地
域
も
含

め
、
総
勢
百
五
十
人
が
参
加
。
県
社

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
辻
さ
ん
は
「
県
の
総
合
防
災

訓
練
に
も
見
劣
り
し
な
い
訓
練
が
で

き
ま
し
た
。
実
際
に
災
害
が
起
き
れ

ば
、
予
想
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

集
ま
り
ま
す
の
で
、
訓
練
を
し
て
い

な
い
と
混
乱
を
招
き
ま
す
。
年
に
一

回
で
も
訓
練
を
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

災
害
に
備
え
、ま
と
ま
り
見
せ
る 

福
祉
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訓
練 

日
当
川
農
産
窯 

▲握手を交わす宮路市長（左）と竹下協会長（右） 

▲訓練の大切さを訴える県社会福祉協議会の辻さん 

▲ハイゼックスを利用した炊き出し訓練 ▲出発を報告する坂元さん（右）と田淵さん（左） 

ま
ち
の
話
題
は
今
月
号
か
ら
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
編
集
し
て
お
届
け
し
ま
す
。 



　
三
月
六
日
、
市
中
央
公
民
館
で
市

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
式
に
は
、
入
隊
者
を
は
じ
め
、
市

や
自
衛
隊
関
係
者
、
市
内
自
衛
隊
父

兄
会
の
方
々
が
出
席
。
宮
路
市
長
は

「
そ
れ
ぞ
れ
の
入
校
、
入
隊
先
で
友

人
を
た
く
さ
ん
作
り
、
共
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
五
月
の
連
休
に
立
派

な
姿
で
帰
省
し
て
く
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
し
ま

し
た
。
入
隊
者
を
代
表
し
て
、
有
村

和
貴
さ
ん（
吹
上
）が
「
激
励
の
言
葉

を
肝
に
銘
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
校
、

入
隊
先
で
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
三
月
十
九
日
、
平
成
十
八
年
度
第

三
次
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
派
遣

さ
れ
る
坂
元
英
樹
さ
ん
（
東
市
来
）

と
田
淵
久
美
子
さ
ん
（
東
市
来
）
が

湯
田
平
助
役
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
坂
元
さ
ん
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ケ
ゴ

ー
ル
技
術
訓
練
短
期
大
学
に
配
属
さ

れ
、
同
国
で
急
速
に
普
及
し
て
い
る

自
動
車
な
ど
の
整
備
技
術
を
指
導
。

田
淵
さ
ん
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
共
和
国
の

修
道
院
オ
ガ
ー
ル
　
ラ
ウ
ラ
　
ビ
ク

ー
ニ
ャ
に
配
属
さ
れ
、
院
内
施
設
の

生
徒
に
手
工
芸
な
ど
を
指
導
す
る
予

定
。 

　
坂
元
さ
ん
と
田
淵
さ
ん
は
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
少
し
で
も
任
国
に

貢
献
し
、
ま
た
現
地
の
人
や
文
化
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
で
自
分
自
身
も
成
長

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。 

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
日
吉
支
所
が
、

地
域
内
の
バ
ス
停
に
設
置
し
て
あ
る

椅
子
を
修
理
、
交
換
（
七
カ
所
）、

設
置
（
三
カ
所
）
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
か
ね
て
か
ら
バ
ス
停
の

椅
子
の
危
険
性
に
つ
い
て
住
民
か
ら

要
望
が
あ
り
、
同
協
議
会
が
幹
線
道

路
沿
い
の
バ
ス
停
の
椅
子
を
調
査
。

住
民
か
ら
の
福
祉
寄
付
金
に
よ
っ
て

修
理
、
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
地
域
住
民
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た

贈
り
物
を
大
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

　
関
ヶ
原
合
戦
の
敵
中
突
破
で
、
島

津
義
弘
公
を
守
る
べ
く
奮
戦
し
、
果

て
た
島
津
豊
久
公
の
縁
で
交
流
を
深

め
て
い
る
岐
阜
県
大
垣
市
上
石
津
を

永
吉
南
郷
会
員
が
訪
れ
、
二
月
二
十

八
日
か
ら
三
日
間
、
史
跡
の
研
修
や

関
係
団
体
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
上
石
津
に
着
い
た
一
行
は
、
早
速

豊
久
公
の
墓
前
へ
。
初
め
て
見
る
五

輪
塔
に
線
香
を
手
向
け
、
御
霊
に
そ

れ
ぞ
れ
の
想
い
を
語
り
か
け
ま
し
た
。 

　
公
の
菩
提
寺
瑠
璃
光
寺
で
は
、
代
々

受
け
継
が
れ
て
い
る
位
牌
を
拝
み
、

合
戦
場
で
は
、
西
軍
の
将
、
石
田
三

成
が
陣
を
し
い
た
笹
尾
山
か
ら
往
時

を
偲
び
ま
し
た
。
ま
た
、
義
弘
公
を

山
中
案
内
し
た
近
江
国
の
小
林
新
六

郎
家
を
訪
れ
、
仏
前
に
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。 

　
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
、
島
津
関

係
市
町
村
友
好
文
化
交
流
実
行
委
員

会
や
島
津
会
関
係
者
ら
と
懇
談
。「
歴

史
を
大
切
に
し
、
未
来
に
活
か
し
て

い
こ
う
」
と
語
り
合
い
、
今
後
の
末

永
い
交
流
と
歴
史
を
通
し
た
地
域
づ

く
り
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

　
三
月
一
日
、
県
市
町
村
土
地
開
発

公
社
日
置
支
社
と
社
団
法
人
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
に
よ
る
「
分
譲
地

購
入
者
紹
介
に
関
す
る
協
定
式
」
が

行
わ
れ
、
宮
路
市
長
や
竹
下
豪
同
協

会
長
ら
が
出
席
し
、
協
定
を
結
び
ま

し
た
。 

　
こ
の
協
定
は
、
日
置
支
社
が
分
譲

し
て
い
る
市
内
七
カ
所
の
住
宅
団
地

お
よ
び
清
藤
工
業
団
地
を
含
む
分
譲

地
を
、
四
月
か
ら
民
間
の
不
動
産
業

者
を
介
し
て
購
入
希
望
者
に
紹
介
す

る
と
い
う
も
の
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、

今
後
の
分
譲
地
の
販
売
促
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

　
地
域
住
民
の
安
全
を
、
自
ら
の
手

で
守
ろ
う
と
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
が
発
足
し
、
そ
の
出
発
式
が
三

月
九
日
、
吹
上
交
番
で
あ
り
ま
し
た
。 

　「
飲
酒
運
転
で
き
な
い
よ
う
下
駄

で
飲
み
会
を
し
よ
う
」
と
集
ま
っ
た

「
下
駄
会
」
の
申
請
が
認
可
さ
れ
た

も
の
で
、「
下
駄
会
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
出
発
式
に
は
、
同
会
シ
ン
ボ
ル
の

下
駄
履
き
ウ
ミ
ガ
メ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

羽
織
っ
た
会
員
や
日
置
署
員
ら
が
出

席
。「
地
域
防
犯
の
た
め
に
末
永
い

活
動
を
」
と
同
会
の
丸
山
会
長
が
あ

い
さ
つ
。
二
台
の
パ
ト
ロ
ー
ル
車
が

紹
介
さ
れ
、
早
速
青
い
回
転
灯
を
点

灯
し
て
、
初
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
と
出
発

し
ま
し
た
。 

　
防
犯
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
意
識
を

高
め
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
と
青
パ
ト
、
そ

し
て
警
察
と
の
協
働
が
、
安
心
安
全

な
吹
上
地
域
を
つ
く
り
ま
す
。 

希
望
を
胸
に
、１３
人
が
門
出 

分
譲
地
購
入
者 

紹
介
に
関
す
る
協
定
式 

先
人
の
ご
縁
を
未
来
に 平

成
１９
年
市
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
式 

異
国
の
文
化
に
ふ
れ
、社
会
に
貢
献 

平
成
18 
年
度
第
三
次
青
年
海
外
協
力
隊 

バ
ス
停
に
待
合
椅
子
を
設
置 

社
会
福
祉
協
議
会 

大
垣
市
上
石
津
産
業
文
化
交
流 

▲お礼の言葉を述べる有村和貴さん 

　
三
月
十
七
日
、
八
幡
自
治
会
（
日

吉
）
で
八
幡
せ
っ
ぺ
と
べ
会
ふ
れ
あ

い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
読

み
聞
か
せ
や
、
大
豆
を
使
っ
た
お
箸

の
持
ち
方
や
使
い
方
の
指
導
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
外
で
は
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
一
緒
に
な
っ
て
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

初
め
て
体
験
す
る
子
も
多
く
、
最
初

の
う
ち
は
高
齢
者
の
方
々
に
手
取
り

足
取
り
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
上
手
に
な
り
、
中
に

は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
二
回
も
出
す

子
ど
も
も
い
て
、
地
域
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
昼
食
は
、
八
幡
神
社
の
御
神
田
で

採
れ
た
御
神
米
で
地
域
の
お
母
さ
ん

方
が
作
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。
参
加

者
は
、
御
神
田
の
恵
み
に
感
謝
し
な

が
ら
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。 

　
日
当
川
農
産
窯
の
炭
焼
窯
で
、
大

木
の
木
炭
が
焼
き
上
が
り
ま
し
た
。 

　
今
回
焼
か
れ
た
炭
は
、
日
当
川
農

産
窯
の
炭
焼
窯
で
は
一
番
大
き
い
も

の
で
、
直
径
五
十
五
㌢
、
高
さ
四
十

三
㌢
、
幹
周
り
百
四
十
八
㌢
あ
り
ま

す
。 

　
木
炭
は
、
燃
料
と
し
て
の
利
用
は

も
ち
ろ
ん
、
脱
臭
効
果
や
調
湿
効
果

も
あ
る
た
め
、
現
在
で
は
形
を
楽
し

む
「
炭
ア
ー
ト
」
イ
ン
テ
リ
ア
と
し

て
の
需
要
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

い
き
が
い
の
あ
る
地
域
に 

大
き
な
木
炭
を
焼
い
た
よ 

八
幡
せ
っ
ぺ
と
べ
会
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

下
駄
会
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
発 

青
パ
ト
出
発
式 

　
二
月
二
十
三
日
、
日
吉
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
福
祉
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
模
擬
体
験
で
は
、
日
吉
地
域
が
津

波
に
襲
わ
れ
、
住
民
が
被
災
し
た
と

の
想
定
で
、
日
吉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
に
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
。
市
内
外
か
ら
多
数
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
受
付
や

避
難
所
等
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
は
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
非

常
炊
き
出
し
用
ポ
リ
袋
）
を
利
用
し

た
炊
き
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
、
全
員

が
協
力
し
て
参
加
。
昼
食
時
に
は
試

食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
東
市
来
・
吹
上
地
域
も
含

め
、
総
勢
百
五
十
人
が
参
加
。
県
社

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
辻
さ
ん
は
「
県
の
総
合
防
災

訓
練
に
も
見
劣
り
し
な
い
訓
練
が
で

き
ま
し
た
。
実
際
に
災
害
が
起
き
れ

ば
、
予
想
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

集
ま
り
ま
す
の
で
、
訓
練
を
し
て
い

な
い
と
混
乱
を
招
き
ま
す
。
年
に
一

回
で
も
訓
練
を
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

災
害
に
備
え
、ま
と
ま
り
見
せ
る 

福
祉
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訓
練 

日
当
川
農
産
窯 

▲握手を交わす宮路市長（左）と竹下協会長（右） 

▲訓練の大切さを訴える県社会福祉協議会の辻さん 

▲ハイゼックスを利用した炊き出し訓練 ▲出発を報告する坂元さん（右）と田淵さん（左） 

ま
ち
の
話
題
は
今
月
号
か
ら
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
編
集
し
て
お
届
け
し
ま
す
。 



　
三
月
四
日
、
日
吉
地
域
婦
人
会
連

絡
協
議
会
（
諏
訪
免
順
子
会
長
）
主

催
に
よ
る
「
小
松
帯
刀
公
の
業
績
を

知
る
学
習
会
」
が
吉
利
北
区
自
治
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
地
域
の
子
ど
も

会
な
ど
約
百
二
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
学
習
会
は
同
地
区
の
市
指
定

文
化
財
「
園
林
寺
跡
」
に
墓
が
あ
り
、

地
域
に
縁
が
深
い
小
松
帯
刀
公
（
一

八
三
五
〜
一
八
七
〇
年
）
が
、
来
年

放
送
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「
篤
姫
」
で
主
要
人
物
の
一
人
（
薩

摩
藩
家
老
）
と
し
て
登
場
す
る
こ
と

か
ら
、
郷
土
を
盛
り
上
げ
る
絶
好
の

機
会
と
し
て
、
地
域
住
民
が
小
松
公

の
業
績
な
ど
の
足
跡
を
た
ど
り
、
理

解
を
深
め
よ
う
と
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

　
当
日
、
講
師
を
務
め
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
ご
し
ま
探
検
の
会
・
東
川
隆
太

郎
さ
ん
が
「
家
格
の
高
い
小
松
が
尽

力
し
た
か
ら
こ
そ
、
下
級
武
士
だ
っ

た
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通
が
活
躍

で
き
た
」
な
ど
と
、
小
松
公
の
業
績

や
篤
姫
の
生
涯
を
解
説
。「
ド
ラ
マ

を
一
過
性
の
ブ
ー
ム
に
す
る
の
で
は

な
く
、
日
置
の
魅
力
と
し
て
伝
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

公
民
館
で
の
学
習
の
あ
と
、
参
加
者

は
東
シ
ナ
海
を
望
む
高
台
に
あ
る
園

林
寺
墓
地
に
行
き
、
小
松
帯
刀
の
墓

を
見
学
し
ま
し
た
。 

　
学
習
会
を
計
画
し
た
諏
訪
免
順
子

会
長
は
「
地
元
に
い
な
が
ら
ま
だ
知

ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
今
後
、
地
元

を
訪
ね
て
く
る
人
へ
の
説
明
や
案
内

が
少
し
で
も
で
き
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
よ
う
な
組
織
を
つ

く
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
学
習
会
の
前
日
は
、
子
ど
も
会
の

保
護
者
ら
が
園
林
寺
跡
墓
地
周
辺
の

草
払
い
な
ど
を
し
た
り
、
大
河
ド
ラ

マ
放
映
を
支
援
す
る
会
を
組
織
し
た

り
と
、
地
元
の
機
運
も
高
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

　
三
月
三
日
、
春
の
暖
か
い
日
差
し

の
下
、
恒
例
の
「
お
田
植
え
祭
」
が
、

湯
之
元
の
稲
荷
神
社
（
東
市
来
）
で

行
わ
れ
、
境
内
に
は
市
内
外
か
ら
大

勢
の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
祭
り
は
、
二
百
年
以
上
も
前

か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
お
田
植
え
劇

は
、
水
田
を
か
た
ど
っ
た
土
俵
ぐ
ら

い
の
広
さ
の
場
所
で
、
テ
チ
ョ
役
（
亭

主
）・
カ
カ
役
（
妻
）・
オ
ン
ジ
ョ
役

（
父
親
）
に
よ
る
田
起
こ
し
・
田
植

え
や
休
憩
の
茶
飲
み
の
様
子
を
鹿
児

島
弁
で
お
も
し
ろ
お
か
し
く
即
興
で

演
出
。
境
内
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
五
つ
太
鼓
・
踊
り
な
ど
も

披
露
さ
れ
、
今
年
一
年
の
五
穀
豊
穣

と
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。 

　
馬
頭
観
音
祭
り
の
日
と
さ
れ
て
い

る
三
月
十
八
日
、
吉
利
神
社
（
日
吉
）

境
内
で
第
一
回
馬
頭
観
音
祭
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
吉
利

和
牛
生
産
グ
ル
ー
プ
の
定
例
会
の
中

で
、
会
員
か
ら
「
昔
は
ど
の
集
落
の

農
家
で
も
牛
を
飼
っ
て
い
て
盛
大
に

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で

は
馬
頭
観
音
石
碑
の
掃
除
や
参
拝
な

ど
を
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
は
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
て
復
活
し
た
も
の
。

同
グ
ル
ー
プ
内
の
生
産
農
家
九
戸
は

牛
の
供
養
や
無
病
息
災
を
祈
願
す
る

た
め
、
復
興
記
念
と
し
て
和
牛
の
形

を
し
た
立
派
な
馬
頭
観
音
像
を
作
り

ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
吉
利
和
牛
生
産
グ
ル
ー

プ
の
外
屋
敷
久
徳
会
長
が
「
会
員
皆

が
元
気
で
牛
を
飼
い
、
年
一
回
の
馬

頭
観
音
祭
り
が
末
永
く
続
く
よ
う
に
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

郷
土
の
偉
人
「
小
松
帯
刀
公
」
を
知
ろ
う 

日
吉
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
学
習
会 

お
田
植
え
劇
で
、「
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
」
を
祈
願
！ 

稲
荷
神
社
お
田
植
え
祭 

牛
の
供
養
と
、無
病
息
災
を
祈
願 

復
興
馬
頭
観
音
祭
り 

▲地域の子ども会など、たくさんの人が参加 ▲東川さんの説明を熱心に聞く参加者（園林寺跡） 

　
吹
上
地
域
運
動
普
及
推
進
員
協
議

会
が
主
催
す
る
吹
上
温
泉
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
が
三
月
十
四
日
、
吹
上
温

泉
広
場
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
会
員
は
健
康
づ
く
り
に
地
域
資
源

を
活
用
し
よ
う
と
、
手
づ
く
り
で
準

備
。
初
の
試
み
で
、
六
十
人
程
度
を

予
想
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
霧
島
市
な

ど
か
ら
も
参
加
、
百
人
を
超
え
る
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
距
離
や
趣
向
に
合
わ

せ
、
ゴ
ル
フ
場
や
史
跡
巡
り
、
窯
元

見
学
な
ど
四
コ
ー
ス
か
ら
、
好
み
の

コ
ー
ス
を
選
択
。
心
地
よ
い
陽
春
の

風
を
受
け
て
、
笑
顔
で
歩
き
ま
し
た
。 

　
吹
上
温
泉
組
合
は
入
浴
半
額
券
を

提
供
し
、
大
会
を
支
援
し
ま
し
た
。

昼
食
は
同
会
の
田
原
会
長
自
ら
腕
を

振
る
っ
た
焼
き
そ
ば
。 

　
春
の
吹
上
温
泉
を
満
喫
し
た
様
子

で
「
ぜ
ひ
次
回
も
」
と
参
加
者
。
地

域
づ
く
り
に
も
大
き
な
示
唆
を
与
え

る
試
み
と
な
り
ま
し
た
。 

　
上
田
尻
一
体
が
湖
水
で
あ
っ
た
こ

ろ
、
猿
田
彦
命
が
海
上
安
全
の
重
責

を
果
た
し
た
と
い
う
船
木
神
社
（
吹

上
）
の
神
話
に
ち
な
ん
だ
「
船
こ
ぎ

祭
り
」
が
三
月
二
十
日
、
同
神
社
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
お
祭
り
は
、
宝
殿
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
模
型
船
を
、
氏
子
ら
が
海

に
見
立
て
た
境
内
を
航
海
さ
せ
、
再

び
戻
す
と
い
う
も
の
で
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
お
祭
り
。 

　
境
内
で
は
、
氏
子
ら
二
十
人
が
宝

殿
を
取
り
囲
む
よ
う
に
円
陣
を
組
み

ま
す
。
そ
し
て
次
々
と
出
港
す
る
模

型
船
を
「
エ
ン
ヤ
オ
ー
、
エ
ン
ヤ
オ

ー
」
と
い
う
櫓
拍
子
と
と
も
に
、
三

回
ず
つ
繰
り
返
し
、
隣
へ
と
手
渡
し

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
御
船
渡
し
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
海
上
の
安
全
を
祈
る
こ
の
お
祭
り

も
、
今
で
は
五
穀
豊
穣
の
お
祭
り
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

春
風
と
笑
顔
で
ウ
ォ
ー
ク 

願
い
を
込
め
て
「
エ
ン
ヤ
オ
ー
」 

笑
い
で
祈
る
五
穀
豊
穣 

吹
上
温
泉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

　
小
野
自
治
会
（
吹
上
）
に
あ
る
奥

神
社
の
春
祭
り
、「
も
ち
ひ
っ
ぱ
り
」

が
三
月
二
十
一
日
、
小
野
田
の
神
像

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
お
祭
り
は
、
早
朝
か
ら
準
備

し
神
社
に
供
え
た
も
ち
を
使
っ
て
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
な
が
ら
引
っ
張

り
合
う
行
事
で
す
。
ち
ょ
う
ど
周
辺

の
田
ん
ぼ
で
は
、
早
期
米
の
田
植
も

始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
も
ち
は
、
お
よ
そ
二
〇
㌢
の
棒
状

で
、
こ
の
両
端
を
口
で
引
き
合
い
ま

す
。
も
ち
が
伸
び
れ
ば
伸
び
る
ほ
ど

豊
作
と
い
わ
れ
、
子
ど
も
が
引
く
た

び
に
「
歯
を
立
つ
ん
な
」「
そ
ら
、

引
っ
張
ら
ん
か
」
と
長
老
ら
が
は
や

し
立
て
ま
し
た
。
負
け
る
と
取
り
分

が
少
な
く
な
る
と
あ
っ
て
、
に
ら
み

合
い
な
が
ら
、
口
で
駆
け
引
き
す
る

姿
に
、
田
の
神
も
微
笑
ん
だ
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。 

田
の
神
微
笑
む
も
ち
ひ
っ
ぱ
り 

小
野
自
治
会 

船
こ
ぎ
祭
り 

　
一
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
る
田
園
劇

「
た
じ
ま
ど
ん
」
が
三
月
十
八
日
、

大
汝
牟
遅
神
社
（
吹
上
）
境
内
で
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
田
ん
ぼ
に
模
し
た
境
内
に
先
導
役

の
農
夫
が
登
場
。
木
鍬
で
あ
ぜ
を
つ

く
り
水
口
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
、
加

勢
人
が
加
わ
り
「
ど
ら
、
茶
ど
ん
飲

も
か
い
」「
な
い
も
仕
事
し
ち
ょ
ら

ん
な
を
」
と
珍
妙
な
や
り
と
り
が
始

ま
り
ま
す
。 

　
い
よ
い
よ
牛
を
呼
び
、
土
な
ら
し
。

と
こ
ろ
が
鼻
取
人
が
引
っ
ぱ
っ
て
も
、

牛
が
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
せ
ん
。
見

物
客
が
竹
筒
で
ヤ
ツ
デ
の
実
を
吹
き

か
け
、
げ
き
を
と
ば
す
と
、
突
然
、

砂
を
か
け
、
暴
れ
ま
わ
り
ま
す
。
見

物
客
は
ヤ
ツ
デ
で
応
戦
、
無
病
息
災

の
砂
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
祭
り
が
終
わ
る
と
、
健
康
に
ご
利

益
の
あ
る
ト
ッ
ノ
コ
（
小
さ
な
お
に

ぎ
り
）
が
配
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
初
め
て
、
宮
内
女
性
部
の
「
田

の
神
音
頭
」
も
奉
納
さ
れ
、
た
じ
ま

ど
ん
に
花
を
添
え
ま
し
た
。 

た
じ
ま
ど
ん 

　小松公は篤姫と同じ年の生まれ。 
　喜入領主の肝付兼善の三男として生
まれ、吉利の領主だった小松家の養子
となった。幕末を中心に薩長同盟や大
政奉還の立役者として活躍したが、病
気のため36歳で死亡した。 
　「篤姫」では、「幻の宰相」と言われ
ながら、これまで取り上げられること
の少なかった小松公にも焦点が当てら
れるという。（学習会から） 

お
ん
り
ん
じ 



　
三
月
四
日
、
日
吉
地
域
婦
人
会
連

絡
協
議
会
（
諏
訪
免
順
子
会
長
）
主

催
に
よ
る
「
小
松
帯
刀
公
の
業
績
を

知
る
学
習
会
」
が
吉
利
北
区
自
治
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
地
域
の
子
ど
も

会
な
ど
約
百
二
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
学
習
会
は
同
地
区
の
市
指
定

文
化
財
「
園
林
寺
跡
」
に
墓
が
あ
り
、

地
域
に
縁
が
深
い
小
松
帯
刀
公
（
一

八
三
五
〜
一
八
七
〇
年
）
が
、
来
年

放
送
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「
篤
姫
」
で
主
要
人
物
の
一
人
（
薩

摩
藩
家
老
）
と
し
て
登
場
す
る
こ
と

か
ら
、
郷
土
を
盛
り
上
げ
る
絶
好
の

機
会
と
し
て
、
地
域
住
民
が
小
松
公

の
業
績
な
ど
の
足
跡
を
た
ど
り
、
理

解
を
深
め
よ
う
と
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

　
当
日
、
講
師
を
務
め
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
ご
し
ま
探
検
の
会
・
東
川
隆
太

郎
さ
ん
が
「
家
格
の
高
い
小
松
が
尽

力
し
た
か
ら
こ
そ
、
下
級
武
士
だ
っ

た
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通
が
活
躍

で
き
た
」
な
ど
と
、
小
松
公
の
業
績

や
篤
姫
の
生
涯
を
解
説
。「
ド
ラ
マ

を
一
過
性
の
ブ
ー
ム
に
す
る
の
で
は

な
く
、
日
置
の
魅
力
と
し
て
伝
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

公
民
館
で
の
学
習
の
あ
と
、
参
加
者

は
東
シ
ナ
海
を
望
む
高
台
に
あ
る
園

林
寺
墓
地
に
行
き
、
小
松
帯
刀
の
墓

を
見
学
し
ま
し
た
。 

　
学
習
会
を
計
画
し
た
諏
訪
免
順
子

会
長
は
「
地
元
に
い
な
が
ら
ま
だ
知

ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
今
後
、
地
元

を
訪
ね
て
く
る
人
へ
の
説
明
や
案
内

が
少
し
で
も
で
き
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
よ
う
な
組
織
を
つ

く
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
学
習
会
の
前
日
は
、
子
ど
も
会
の

保
護
者
ら
が
園
林
寺
跡
墓
地
周
辺
の

草
払
い
な
ど
を
し
た
り
、
大
河
ド
ラ

マ
放
映
を
支
援
す
る
会
を
組
織
し
た

り
と
、
地
元
の
機
運
も
高
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

　
三
月
三
日
、
春
の
暖
か
い
日
差
し

の
下
、
恒
例
の
「
お
田
植
え
祭
」
が
、

湯
之
元
の
稲
荷
神
社
（
東
市
来
）
で

行
わ
れ
、
境
内
に
は
市
内
外
か
ら
大

勢
の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
祭
り
は
、
二
百
年
以
上
も
前

か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
お
田
植
え
劇

は
、
水
田
を
か
た
ど
っ
た
土
俵
ぐ
ら

い
の
広
さ
の
場
所
で
、
テ
チ
ョ
役
（
亭

主
）・
カ
カ
役
（
妻
）・
オ
ン
ジ
ョ
役

（
父
親
）
に
よ
る
田
起
こ
し
・
田
植

え
や
休
憩
の
茶
飲
み
の
様
子
を
鹿
児

島
弁
で
お
も
し
ろ
お
か
し
く
即
興
で

演
出
。
境
内
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
五
つ
太
鼓
・
踊
り
な
ど
も

披
露
さ
れ
、
今
年
一
年
の
五
穀
豊
穣

と
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。 

　
馬
頭
観
音
祭
り
の
日
と
さ
れ
て
い

る
三
月
十
八
日
、
吉
利
神
社
（
日
吉
）

境
内
で
第
一
回
馬
頭
観
音
祭
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
吉
利

和
牛
生
産
グ
ル
ー
プ
の
定
例
会
の
中

で
、
会
員
か
ら
「
昔
は
ど
の
集
落
の

農
家
で
も
牛
を
飼
っ
て
い
て
盛
大
に

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で

は
馬
頭
観
音
石
碑
の
掃
除
や
参
拝
な

ど
を
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
は
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
て
復
活
し
た
も
の
。

同
グ
ル
ー
プ
内
の
生
産
農
家
九
戸
は

牛
の
供
養
や
無
病
息
災
を
祈
願
す
る

た
め
、
復
興
記
念
と
し
て
和
牛
の
形

を
し
た
立
派
な
馬
頭
観
音
像
を
作
り

ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
吉
利
和
牛
生
産
グ
ル
ー

プ
の
外
屋
敷
久
徳
会
長
が
「
会
員
皆

が
元
気
で
牛
を
飼
い
、
年
一
回
の
馬

頭
観
音
祭
り
が
末
永
く
続
く
よ
う
に
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

郷
土
の
偉
人
「
小
松
帯
刀
公
」
を
知
ろ
う 

日
吉
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
学
習
会 

お
田
植
え
劇
で
、「
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
」
を
祈
願
！ 

稲
荷
神
社
お
田
植
え
祭 

牛
の
供
養
と
、無
病
息
災
を
祈
願 

復
興
馬
頭
観
音
祭
り 

▲地域の子ども会など、たくさんの人が参加 ▲東川さんの説明を熱心に聞く参加者（園林寺跡） 

　
吹
上
地
域
運
動
普
及
推
進
員
協
議

会
が
主
催
す
る
吹
上
温
泉
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
が
三
月
十
四
日
、
吹
上
温

泉
広
場
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
会
員
は
健
康
づ
く
り
に
地
域
資
源

を
活
用
し
よ
う
と
、
手
づ
く
り
で
準

備
。
初
の
試
み
で
、
六
十
人
程
度
を

予
想
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
霧
島
市
な

ど
か
ら
も
参
加
、
百
人
を
超
え
る
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
距
離
や
趣
向
に
合
わ

せ
、
ゴ
ル
フ
場
や
史
跡
巡
り
、
窯
元

見
学
な
ど
四
コ
ー
ス
か
ら
、
好
み
の

コ
ー
ス
を
選
択
。
心
地
よ
い
陽
春
の

風
を
受
け
て
、
笑
顔
で
歩
き
ま
し
た
。 

　
吹
上
温
泉
組
合
は
入
浴
半
額
券
を

提
供
し
、
大
会
を
支
援
し
ま
し
た
。

昼
食
は
同
会
の
田
原
会
長
自
ら
腕
を

振
る
っ
た
焼
き
そ
ば
。 

　
春
の
吹
上
温
泉
を
満
喫
し
た
様
子

で
「
ぜ
ひ
次
回
も
」
と
参
加
者
。
地

域
づ
く
り
に
も
大
き
な
示
唆
を
与
え

る
試
み
と
な
り
ま
し
た
。 

　
上
田
尻
一
体
が
湖
水
で
あ
っ
た
こ

ろ
、
猿
田
彦
命
が
海
上
安
全
の
重
責

を
果
た
し
た
と
い
う
船
木
神
社
（
吹

上
）
の
神
話
に
ち
な
ん
だ
「
船
こ
ぎ

祭
り
」
が
三
月
二
十
日
、
同
神
社
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
お
祭
り
は
、
宝
殿
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
模
型
船
を
、
氏
子
ら
が
海

に
見
立
て
た
境
内
を
航
海
さ
せ
、
再

び
戻
す
と
い
う
も
の
で
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
お
祭
り
。 

　
境
内
で
は
、
氏
子
ら
二
十
人
が
宝

殿
を
取
り
囲
む
よ
う
に
円
陣
を
組
み

ま
す
。
そ
し
て
次
々
と
出
港
す
る
模

型
船
を
「
エ
ン
ヤ
オ
ー
、
エ
ン
ヤ
オ

ー
」
と
い
う
櫓
拍
子
と
と
も
に
、
三

回
ず
つ
繰
り
返
し
、
隣
へ
と
手
渡
し

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
御
船
渡
し
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
海
上
の
安
全
を
祈
る
こ
の
お
祭
り

も
、
今
で
は
五
穀
豊
穣
の
お
祭
り
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

春
風
と
笑
顔
で
ウ
ォ
ー
ク 

願
い
を
込
め
て
「
エ
ン
ヤ
オ
ー
」 

笑
い
で
祈
る
五
穀
豊
穣 

吹
上
温
泉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

　
小
野
自
治
会
（
吹
上
）
に
あ
る
奥

神
社
の
春
祭
り
、「
も
ち
ひ
っ
ぱ
り
」

が
三
月
二
十
一
日
、
小
野
田
の
神
像

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
お
祭
り
は
、
早
朝
か
ら
準
備

し
神
社
に
供
え
た
も
ち
を
使
っ
て
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
な
が
ら
引
っ
張

り
合
う
行
事
で
す
。
ち
ょ
う
ど
周
辺

の
田
ん
ぼ
で
は
、
早
期
米
の
田
植
も

始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
も
ち
は
、
お
よ
そ
二
〇
㌢
の
棒
状

で
、
こ
の
両
端
を
口
で
引
き
合
い
ま

す
。
も
ち
が
伸
び
れ
ば
伸
び
る
ほ
ど

豊
作
と
い
わ
れ
、
子
ど
も
が
引
く
た

び
に
「
歯
を
立
つ
ん
な
」「
そ
ら
、

引
っ
張
ら
ん
か
」
と
長
老
ら
が
は
や

し
立
て
ま
し
た
。
負
け
る
と
取
り
分

が
少
な
く
な
る
と
あ
っ
て
、
に
ら
み

合
い
な
が
ら
、
口
で
駆
け
引
き
す
る

姿
に
、
田
の
神
も
微
笑
ん
だ
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。 

田
の
神
微
笑
む
も
ち
ひ
っ
ぱ
り 

小
野
自
治
会 

船
こ
ぎ
祭
り 

　
一
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
る
田
園
劇

「
た
じ
ま
ど
ん
」
が
三
月
十
八
日
、

大
汝
牟
遅
神
社
（
吹
上
）
境
内
で
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
田
ん
ぼ
に
模
し
た
境
内
に
先
導
役

の
農
夫
が
登
場
。
木
鍬
で
あ
ぜ
を
つ

く
り
水
口
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
、
加

勢
人
が
加
わ
り
「
ど
ら
、
茶
ど
ん
飲

も
か
い
」「
な
い
も
仕
事
し
ち
ょ
ら

ん
な
を
」
と
珍
妙
な
や
り
と
り
が
始

ま
り
ま
す
。 

　
い
よ
い
よ
牛
を
呼
び
、
土
な
ら
し
。

と
こ
ろ
が
鼻
取
人
が
引
っ
ぱ
っ
て
も
、

牛
が
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
せ
ん
。
見

物
客
が
竹
筒
で
ヤ
ツ
デ
の
実
を
吹
き

か
け
、
げ
き
を
と
ば
す
と
、
突
然
、

砂
を
か
け
、
暴
れ
ま
わ
り
ま
す
。
見

物
客
は
ヤ
ツ
デ
で
応
戦
、
無
病
息
災

の
砂
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
祭
り
が
終
わ
る
と
、
健
康
に
ご
利

益
の
あ
る
ト
ッ
ノ
コ
（
小
さ
な
お
に

ぎ
り
）
が
配
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
初
め
て
、
宮
内
女
性
部
の
「
田

の
神
音
頭
」
も
奉
納
さ
れ
、
た
じ
ま

ど
ん
に
花
を
添
え
ま
し
た
。 

た
じ
ま
ど
ん 

　小松公は篤姫と同じ年の生まれ。 
　喜入領主の肝付兼善の三男として生
まれ、吉利の領主だった小松家の養子
となった。幕末を中心に薩長同盟や大
政奉還の立役者として活躍したが、病
気のため36歳で死亡した。 
　「篤姫」では、「幻の宰相」と言われ
ながら、これまで取り上げられること
の少なかった小松公にも焦点が当てら
れるという。（学習会から） 

お
ん
り
ん
じ 



　
三
月
二
十
五
日
、
市
立
皆
田
小
学

校
（
東
市
来
）
の
閉
校
式
が
同
校
体

育
館
で
行
わ
れ
、
一
年
生
か
ら
五
年

生
の
在
校
生
十
八
人
と
保
護
者
、
教

職
員
、
同
校
卒
業
生
、
地
域
住
民
な

ど
約
四
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
平
成
十
八
年
度
を
も
っ
て
閉
校
と

な
っ
た
皆
田
小
学
校
は
、
明
治
十
七

（
一
八
八
四
）
年
十
二
月
に
日
置
郡

第
八
学
区
諏
訪
小
学
校
霧
島
分
校
と

し
て
創
立
以
来
、
百
二
十
二
年
に
わ

た
る
地
域
の
教
育
分
野
の
中
心
的
存

在
と
し
て
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を

築
き
、
巣
立
っ
て
い
っ
た
卒
業
生
も

約
二
千
三
百
人
を
数
え
ま
す
。 
 

  

　
全
国
的
な
少
子
化
の
流
れ
は
こ
の

皆
田
校
区
も
同
様
で
、
児
童
数
は
昭

和
三
十
三
年
の
二
百
二
十
五
人
を
ピ

ー
ク
に
年
々
減
少
。
平
成
十
七
年
度

に
は
創
立
以
来
始
め
て
と
な
る
新
入

生
な
し
と
い
う
非
常
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
数
年
後
に
は
児
童
数

が
十
人
を
切
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
危
惧
す
る

P
T
A
会
員
や
未
就
学
児
の
保
護
者

ら
の
地
元
の
要
望
を
受
け
て
、
平
成

十
八
年
九
月
議
会
に
お
い
て
、
隣
の

湯
田
小
学
校
へ
の
統
合
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。 

　
閉
校
式
は
、
西
利
廣
校
長
の
式
辞

で
幕
を
開
け
、
宮
路
市
長
、
宇
田
市

議
会
議
長
、
田
代
教
育
長
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
児
童
代
表
の
小
原
優
花

さ
ん
（
六
年
）
が
「
小
さ
い
学
校
だ

っ
た
け
ど
、
全
員
で
協
力
し
な
が
ら

い
ろ
ん
な
行
事
に
取
り
組
め
ま
し
た
。

楽
し
い
思
い
出
を
く
れ
た
皆
田
小
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
歩
ん

で
い
き
た
い
で
す
」
と
六
年
間
の
思

い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
代
表
し
て
大

庭
哲
郎
会
長
が
、
皆
田
小
最
後
の
卒

業
生
五
人
を
送
り
出
し
た
卒
業
式
と

母
校
へ
の
愛
着
、
伝
統
の
重
み
、
子

ど
も
へ
の
思
い
な
ど
で
揺
れ
動
い
た

閉
校
へ
の
葛
藤
な
ど
、
断
腸
の
思
い

で
の
決
断
を
報
告
。「
今
回
の
統
合

を
い
い
機
会
と
し
て
地
区
の
今
後
に

力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
保
護
者

ら
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
出
席
者
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
。
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
歌
う
卒
業
生
の
目
に
は
数
々
の

思
い
出
が
あ
ふ
れ
、「
新
生
『
皆
田
』

の
未
来
に
向
か
っ
て
進
も
う
」
と
誓

い
あ
い
、
百
二
十
二
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。 

　
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
卒

の
冨
永
キ
ヌ
子
さ
ん
（
東
市
来
町
長

里
）
は
、「
今
年
還
暦
を
迎
え
、
同

窓
生
と
母
校
の
運
動
会
に
参
加
で
き

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
に
、

閉
校
は
残
念
。
久
し
ぶ
り
の
校
歌
で

昔
を
思
い
出
し
涙
が
出
ま
し
た
」
と

感
極
ま
っ
た
様
子
で
し
た
。 

　
式
典
終
了
後
に
は
、
閉
校
記
念
碑

の
除
幕
式
や
閉
校
記
念
事
業
実
行
委

員
会
主
催
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
児

童
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
地
元

「
よ
か
に
せ
倶
楽
部
」
が
閉
校
記
念

に
作
っ
た
〝
こ
だ
わ
り
焼
酎
「
皆 

田
」〞
も
振
舞
わ
れ
、
母
校
の
閉
校

を
名
残
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
三
月
二
十
四
日
、
地
元
の
若
者
ら

で
つ
く
る
「
皆
田
よ
か
に
せ
倶
楽
部
」

（
大
庭
健
吾
会
長
以
下
会
員
二
十
人
）

が
作
っ
た〝
こ
だ
わ
り
焼
酎「
皆
田
」〞 

の
完
成
披
露
会
が
行
わ
れ
、
関
係
者

約
四
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
焼
酎
づ
く
り
は
、
会
員
の
母

校
で
あ
る
皆
田
小
学
校
閉
校
を
機
に
、

「
何
か
記
念
に
な
る
も
の
が
で
き
な

い
か
」
と
話
し
合
っ
て
決
定
。
昨
年

か
ら
約
一
年
か
け
て
、
さ
つ
ま
い
も

の
苗
の
植
付
け
か
ら
収
穫
、
仕
込
み

ま
で
を
全
て
自
分
た
ち
で
取
り
組
み
、

隣
市
焼
酎
蔵
の
協
力
の
も
と
、
限
定

二
千
七
本
（
一
本
七
百
二
十
㍉
㍑
）

を
製
造
し
ま
し
た
。 

122
年
の
歴
史
に
幕 

校
舎
は
４
月
か
ら
地
区
公
民
館
と
し
て
活
用 

新
生
「
皆
田
」の
旅
立
ち
を
記
念 

　
こ
だ
わ
り
焼
酎
「
皆
田
」
完
成 

▲閉校記念碑の除幕式 

▲卒業記念のマイ焼酎 

▲田代教育長から伝達を受ける川添先生 

▲記念碑には「未来への躍進」の文字 

▲▼参加者全員で校歌斉唱 

▲小原優花さん 

　
三
月
十
三
日
、
第
三
十
五
回
日
吉

中
学
校
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
日
吉
中
学
校
で
は
、
平
成
十
二
年

か
ら
地
域
伝
統
産
業
の
日
置
瓦
を
使

っ
た
卒
業
記
念
を
作
成
。
ク
ラ
ス
ご

と
に
作
っ
た
記
念
瓦
は
日
吉
運
動
公

園
内
の
壁
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
今
年
は
、
卒
業
記
念
の
マ
イ

焼
酎
を
作
ろ
う
と
、
焼
酎
作
り
体
験

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
原
料
と
な

る
米
や
芋
の
栽
培
か
ら
、
小
正
醸
造

㈱
の
協
力
で
仕
込
み
か
ら
ラ
ベ
ル
貼

り
ま
で
の
工
程
を
卒
業
生
全
員
が
力

を
合
わ
せ
て
行
い
、
記
念
の
マ
イ
焼

酎
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
思
い
出
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
卒

業
記
念
。
今
年
の
卒
業
生
は
五
年
後

の
成
人
式
で
運
動
公
園
内
の
記
念
瓦

の
前
に
集
ま
り
、
マ
イ
焼
酎
で
乾
杯

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
伊
作
小
学
校
（
吹
上
）
の
川
添
正

行
先
生
が
平
成
十
八
年
度
文
部
科
学

大
臣
優
秀
教
員
表
彰
を
受
け
、
三
月

二
十
日
、
田
代
宗
夫
教
育
長
か
ら
表

彰
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
和
田
小
学
校
六
年
児
童
五
人
が
、

自
ら
す
い
た
「
伊
作
和
紙
」
の
卒
業

証
書
を
手
に
三
月
二
十
二
日
、
通
い

慣
れ
た
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。 

　
伊
作
和
紙
は
島
津
忠
良
（
日
新
公
）

が
貧
困
な
武
士
の
授
産
事
業
と
し
て

振
興
を
図
っ
た
の
が
起
源
と
伝
え
ら

れ
、
元
禄
初
頭
に
本
格
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
児
童
ら
は
、
日
吉
地
域
に
あ
る
「
伊

作
和
紙
を
復
興
す
る
会
」（
種
子
田

幸
廣
代
表
）
で
和
紙
づ
く
り
を
体
験

し
、「
卒
業
証
書
も
自
分
た
ち
で
」

と
思
い
立
ち
ま
し
た
。 

　
同
会
の
指
導
を
得
な
が
ら
、
学
校

周
辺
で
原
料
の
コ
ウ
ゾ
を
収
穫
し
、

皮
は
ぎ
や
紙
す
き
ま
で
挑
戦
。
一
枚

ご
と
に
風
合
の
違
う
証
書
紙
を
つ
く

り
あ
げ
ま
し
た
。 

　
こ
の
証
書
に
担
任
の
川
口
教
諭
が

慎
重
に
文
字
を
書

き
上
げ
、
す
べ
て

手
づ
く
り
の
卒
業

証
書
が
完
成
。 

　
思
い
を
込
め
た

一
枚
だ
け
の
証
書

を
、
古
川
校
長
が

心
を
込
め
て
手
渡

し
ま
し
た
。 

卒
業
記
念
に
、思
い
出
い
っ
ぱ
い
詰
め
て 

文部科学大臣優秀教員表彰 

伊
作
和
紙
に
思
い
を
込
め
て 

薩
摩
焼
の
里
「
美
山
」の 

　
　
　
文
化
財
・
史
跡
を
散
策
！ 

日
吉
中
学
校
卒
業
式 

皆
田
小
閉
校
式 

　
二
月
十
日
、
東
市
来
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
親
子
読
書
会
交
流
会
が

行
わ
れ
、
東
市
来
地
域
の
三
つ
の
親

子
読
書
会
（
子
ど
も
四
十
五
人
、
大

人
三
十
七
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
活
動
発
表
で
は
、
鶴
丸
小
の
家
族

読
書
会
が
「
大
型
絵
本
・
大
型
紙
芝

居
」
の
読
み
聞
か
せ
、
伊
作
田
小
の

家
族
読
書
会
が
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
た

ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
」、
湯
田
小
の
親

子
読
書
会
が
「
手
づ
く
り
絵
本
」
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
伊
集
院
地
域
妙
円
寺
に
あ

る
「
な
ず
な
文
庫
」
の
帯
田
和
子
先

生
に
よ
る
お
は
な
し
会
や
日
置
市
立

図
書
館
長
の
丸
山
克
介
先
生
に
よ
る

講
話
も
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

日
ご
ろ
の
親
子
読
書
を
発
表
！ 

親
子
読
書
会
交
流
会 

和
田
小
学
校
卒
業
式 

　
東
市
来
地
域
内
の
文
化
財
・
史
跡

や
自
然
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
郷

土
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う
と
、

美
山
校
区
内
で
二
月
十
一
日
、
ふ
れ

あ
い
史
跡
め
ぐ
り
歩
こ
う
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
東
市
来
地
域
子
ど
も
会

育
成
会
連
絡
協
議
会
が
開
催
し
た
も

の
で
、
市
内
の
子
ど
も
会
員
や
地
域

住
民
な
ど
約
四
百
五
十
人
が
参
加
。

平
成
十
年
に
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
予
定
地
で
発
見
、
移
転
さ
れ
た
市

内
二
番
目
に
古
い
「
堂
平
窯
跡
」
や

市
指
定
文
化
財
の
「
五
本
松
窯
跡
」、

樟
脳
製
造
発
祥
地
の
「
樟
脳
記
念
碑
」

な
ど
を
見
聞
し
ま
し
た
。 

　
各
史
跡
前
で
は
、
案
内
役
の
小
・

中
学
生
が
簡
単
に
説
明
し
た
後
、
文

化
財
保
護
審
議
委
員
や
社
会
教
育
担

当
者
が
、
史
跡
等
の
歴
史
的
な
背
景

を
説
明
。
参
加
者
は
、
小
春
日
和
の

下
、
薩
摩
焼
の
里
「
美
山
」
を
楽
し

そ
う
に
散
策
し
て
い
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
史
跡
め
ぐ
り
歩
こ
う
会 

け
だ
し
と 

け
だ
し
と 

か
い
だ 



　
三
月
二
十
五
日
、
市
立
皆
田
小
学

校
（
東
市
来
）
の
閉
校
式
が
同
校
体

育
館
で
行
わ
れ
、
一
年
生
か
ら
五
年

生
の
在
校
生
十
八
人
と
保
護
者
、
教

職
員
、
同
校
卒
業
生
、
地
域
住
民
な

ど
約
四
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
平
成
十
八
年
度
を
も
っ
て
閉
校
と

な
っ
た
皆
田
小
学
校
は
、
明
治
十
七

（
一
八
八
四
）
年
十
二
月
に
日
置
郡

第
八
学
区
諏
訪
小
学
校
霧
島
分
校
と

し
て
創
立
以
来
、
百
二
十
二
年
に
わ

た
る
地
域
の
教
育
分
野
の
中
心
的
存

在
と
し
て
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を

築
き
、
巣
立
っ
て
い
っ
た
卒
業
生
も

約
二
千
三
百
人
を
数
え
ま
す
。 

 

  

　
全
国
的
な
少
子
化
の
流
れ
は
こ
の

皆
田
校
区
も
同
様
で
、
児
童
数
は
昭

和
三
十
三
年
の
二
百
二
十
五
人
を
ピ

ー
ク
に
年
々
減
少
。
平
成
十
七
年
度

に
は
創
立
以
来
始
め
て
と
な
る
新
入

生
な
し
と
い
う
非
常
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
数
年
後
に
は
児
童
数

が
十
人
を
切
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
危
惧
す
る

P
T
A
会
員
や
未
就
学
児
の
保
護
者

ら
の
地
元
の
要
望
を
受
け
て
、
平
成

十
八
年
九
月
議
会
に
お
い
て
、
隣
の

湯
田
小
学
校
へ
の
統
合
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。 

　
閉
校
式
は
、
西
利
廣
校
長
の
式
辞

で
幕
を
開
け
、
宮
路
市
長
、
宇
田
市

議
会
議
長
、
田
代
教
育
長
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
児
童
代
表
の
小
原
優
花

さ
ん
（
六
年
）
が
「
小
さ
い
学
校
だ

っ
た
け
ど
、
全
員
で
協
力
し
な
が
ら

い
ろ
ん
な
行
事
に
取
り
組
め
ま
し
た
。

楽
し
い
思
い
出
を
く
れ
た
皆
田
小
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
歩
ん

で
い
き
た
い
で
す
」
と
六
年
間
の
思

い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
代
表
し
て
大

庭
哲
郎
会
長
が
、
皆
田
小
最
後
の
卒

業
生
五
人
を
送
り
出
し
た
卒
業
式
と

母
校
へ
の
愛
着
、
伝
統
の
重
み
、
子

ど
も
へ
の
思
い
な
ど
で
揺
れ
動
い
た

閉
校
へ
の
葛
藤
な
ど
、
断
腸
の
思
い

で
の
決
断
を
報
告
。「
今
回
の
統
合

を
い
い
機
会
と
し
て
地
区
の
今
後
に

力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
保
護
者

ら
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
出
席
者
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
。
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
歌
う
卒
業
生
の
目
に
は
数
々
の

思
い
出
が
あ
ふ
れ
、「
新
生
『
皆
田
』

の
未
来
に
向
か
っ
て
進
も
う
」
と
誓

い
あ
い
、
百
二
十
二
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。 

　
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
卒

の
冨
永
キ
ヌ
子
さ
ん
（
東
市
来
町
長

里
）
は
、「
今
年
還
暦
を
迎
え
、
同

窓
生
と
母
校
の
運
動
会
に
参
加
で
き

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
に
、

閉
校
は
残
念
。
久
し
ぶ
り
の
校
歌
で

昔
を
思
い
出
し
涙
が
出
ま
し
た
」
と

感
極
ま
っ
た
様
子
で
し
た
。 

　
式
典
終
了
後
に
は
、
閉
校
記
念
碑

の
除
幕
式
や
閉
校
記
念
事
業
実
行
委

員
会
主
催
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
児

童
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
地
元

「
よ
か
に
せ
倶
楽
部
」
が
閉
校
記
念

に
作
っ
た
〝
こ
だ
わ
り
焼
酎
「
皆 

田
」〞
も
振
舞
わ
れ
、
母
校
の
閉
校

を
名
残
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
三
月
二
十
四
日
、
地
元
の
若
者
ら

で
つ
く
る
「
皆
田
よ
か
に
せ
倶
楽
部
」

（
大
庭
健
吾
会
長
以
下
会
員
二
十
人
）

が
作
っ
た〝
こ
だ
わ
り
焼
酎「
皆
田
」〞 

の
完
成
披
露
会
が
行
わ
れ
、
関
係
者

約
四
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
焼
酎
づ
く
り
は
、
会
員
の
母

校
で
あ
る
皆
田
小
学
校
閉
校
を
機
に
、

「
何
か
記
念
に
な
る
も
の
が
で
き
な

い
か
」
と
話
し
合
っ
て
決
定
。
昨
年

か
ら
約
一
年
か
け
て
、
さ
つ
ま
い
も

の
苗
の
植
付
け
か
ら
収
穫
、
仕
込
み

ま
で
を
全
て
自
分
た
ち
で
取
り
組
み
、

隣
市
焼
酎
蔵
の
協
力
の
も
と
、
限
定

二
千
七
本
（
一
本
七
百
二
十
㍉
㍑
）

を
製
造
し
ま
し
た
。 

122
年
の
歴
史
に
幕 

校
舎
は
４
月
か
ら
地
区
公
民
館
と
し
て
活
用 

新
生
「
皆
田
」の
旅
立
ち
を
記
念 

　
こ
だ
わ
り
焼
酎
「
皆
田
」
完
成 

▲閉校記念碑の除幕式 

▲卒業記念のマイ焼酎 

▲田代教育長から伝達を受ける川添先生 

▲記念碑には「未来への躍進」の文字 

▲▼参加者全員で校歌斉唱 

▲小原優花さん 

　
三
月
十
三
日
、
第
三
十
五
回
日
吉

中
学
校
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
日
吉
中
学
校
で
は
、
平
成
十
二
年

か
ら
地
域
伝
統
産
業
の
日
置
瓦
を
使

っ
た
卒
業
記
念
を
作
成
。
ク
ラ
ス
ご

と
に
作
っ
た
記
念
瓦
は
日
吉
運
動
公

園
内
の
壁
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
今
年
は
、
卒
業
記
念
の
マ
イ

焼
酎
を
作
ろ
う
と
、
焼
酎
作
り
体
験

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
原
料
と
な

る
米
や
芋
の
栽
培
か
ら
、
小
正
醸
造

㈱
の
協
力
で
仕
込
み
か
ら
ラ
ベ
ル
貼

り
ま
で
の
工
程
を
卒
業
生
全
員
が
力

を
合
わ
せ
て
行
い
、
記
念
の
マ
イ
焼

酎
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
思
い
出
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
卒

業
記
念
。
今
年
の
卒
業
生
は
五
年
後

の
成
人
式
で
運
動
公
園
内
の
記
念
瓦

の
前
に
集
ま
り
、
マ
イ
焼
酎
で
乾
杯

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
伊
作
小
学
校
（
吹
上
）
の
川
添
正

行
先
生
が
平
成
十
八
年
度
文
部
科
学

大
臣
優
秀
教
員
表
彰
を
受
け
、
三
月

二
十
日
、
田
代
宗
夫
教
育
長
か
ら
表

彰
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
和
田
小
学
校
六
年
児
童
五
人
が
、

自
ら
す
い
た
「
伊
作
和
紙
」
の
卒
業

証
書
を
手
に
三
月
二
十
二
日
、
通
い

慣
れ
た
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。 

　
伊
作
和
紙
は
島
津
忠
良
（
日
新
公
）

が
貧
困
な
武
士
の
授
産
事
業
と
し
て

振
興
を
図
っ
た
の
が
起
源
と
伝
え
ら

れ
、
元
禄
初
頭
に
本
格
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
児
童
ら
は
、
日
吉
地
域
に
あ
る
「
伊

作
和
紙
を
復
興
す
る
会
」（
種
子
田

幸
廣
代
表
）
で
和
紙
づ
く
り
を
体
験

し
、「
卒
業
証
書
も
自
分
た
ち
で
」

と
思
い
立
ち
ま
し
た
。 

　
同
会
の
指
導
を
得
な
が
ら
、
学
校

周
辺
で
原
料
の
コ
ウ
ゾ
を
収
穫
し
、

皮
は
ぎ
や
紙
す
き
ま
で
挑
戦
。
一
枚

ご
と
に
風
合
の
違
う
証
書
紙
を
つ
く

り
あ
げ
ま
し
た
。 

　
こ
の
証
書
に
担
任
の
川
口
教
諭
が

慎
重
に
文
字
を
書

き
上
げ
、
す
べ
て

手
づ
く
り
の
卒
業

証
書
が
完
成
。 

　
思
い
を
込
め
た

一
枚
だ
け
の
証
書

を
、
古
川
校
長
が

心
を
込
め
て
手
渡

し
ま
し
た
。 

卒
業
記
念
に
、思
い
出
い
っ
ぱ
い
詰
め
て 

文部科学大臣優秀教員表彰 

伊
作
和
紙
に
思
い
を
込
め
て 

薩
摩
焼
の
里
「
美
山
」の 

　
　
　
文
化
財
・
史
跡
を
散
策
！ 

日
吉
中
学
校
卒
業
式 

皆
田
小
閉
校
式 

　
二
月
十
日
、
東
市
来
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
親
子
読
書
会
交
流
会
が

行
わ
れ
、
東
市
来
地
域
の
三
つ
の
親

子
読
書
会
（
子
ど
も
四
十
五
人
、
大

人
三
十
七
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
活
動
発
表
で
は
、
鶴
丸
小
の
家
族

読
書
会
が
「
大
型
絵
本
・
大
型
紙
芝

居
」
の
読
み
聞
か
せ
、
伊
作
田
小
の

家
族
読
書
会
が
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
た

ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
」、
湯
田
小
の
親

子
読
書
会
が
「
手
づ
く
り
絵
本
」
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
伊
集
院
地
域
妙
円
寺
に
あ

る
「
な
ず
な
文
庫
」
の
帯
田
和
子
先

生
に
よ
る
お
は
な
し
会
や
日
置
市
立

図
書
館
長
の
丸
山
克
介
先
生
に
よ
る

講
話
も
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

日
ご
ろ
の
親
子
読
書
を
発
表
！ 

親
子
読
書
会
交
流
会 

和
田
小
学
校
卒
業
式 

　
東
市
来
地
域
内
の
文
化
財
・
史
跡

や
自
然
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
郷

土
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う
と
、

美
山
校
区
内
で
二
月
十
一
日
、
ふ
れ

あ
い
史
跡
め
ぐ
り
歩
こ
う
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
東
市
来
地
域
子
ど
も
会

育
成
会
連
絡
協
議
会
が
開
催
し
た
も

の
で
、
市
内
の
子
ど
も
会
員
や
地
域

住
民
な
ど
約
四
百
五
十
人
が
参
加
。

平
成
十
年
に
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
予
定
地
で
発
見
、
移
転
さ
れ
た
市

内
二
番
目
に
古
い
「
堂
平
窯
跡
」
や

市
指
定
文
化
財
の
「
五
本
松
窯
跡
」、

樟
脳
製
造
発
祥
地
の
「
樟
脳
記
念
碑
」

な
ど
を
見
聞
し
ま
し
た
。 

　
各
史
跡
前
で
は
、
案
内
役
の
小
・

中
学
生
が
簡
単
に
説
明
し
た
後
、
文

化
財
保
護
審
議
委
員
や
社
会
教
育
担

当
者
が
、
史
跡
等
の
歴
史
的
な
背
景

を
説
明
。
参
加
者
は
、
小
春
日
和
の

下
、
薩
摩
焼
の
里
「
美
山
」
を
楽
し

そ
う
に
散
策
し
て
い
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
史
跡
め
ぐ
り
歩
こ
う
会 

け
だ
し
と 

け
だ
し
と 

か
い
だ 



　
三
菱
重
工
広
島
と
履
正
社
学
園
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校

の
硬
式
野
球
部
が
、
三
月
に
湯
之
元

球
場
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
三
菱
重
工
広
島
は
都
市
対
抗
野
球

で
も
常
連
の
中
国
地
区
を
代
表
す
る

チ
ー
ム
。
履
正
社
学
園
は
、
関
西
専

門
学
校
野
球
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト
４

入
り
す
る
な
ど
ど
ち
ら
も
強
豪
チ
ー

ム
。 

　
暖
か
い
気
候
の
下
、
選
手
ら
は
同

球
場
で
一
週
間
ほ
ど
の
キ
ャ
ン
プ
を

終
え
、
優
勝
を
目
指
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
大
会
に
臨
み
ま
す
。 

　
湯
之
元
球
場
は
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ

た
球
団
が
好
成
績
を
残
す
縁
起
の
良

い
球
場
と
い
わ
れ
、
両
チ
ー
ム
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
に
特
産
品
の 

鹿
児
島
黒
毛
和
牛
と 

イ
チ
ゴ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
第
四
十
九
回
県
下
中
学
校
新
人
卓

球
大
会
で
、
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
し

た
伊
集
院
北
中
学
校
卓
球
部
（
男
子

十
二
人
、
女
子
七
人
）
が
三
月
二
十

六
日
、
宮
路
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。 

　
同
卓
球
部
は
三
月
二
十
八
・
二
十

九
日
に
北
海
道
千
歳
市
で
開
催
さ
れ

る
第
八
回
全
国
中
学
選
抜
卓
球
大
会

に
出
場
。
全
国
大
会
出
場
の
報
告
を

受
け
た
宮
路
市
長
は
「
鹿
児
島
県
代

表
と
し
て
力
を
発
揮
し
、
伊
集
院
北

中
こ
こ
に
あ
り
！
と
い
う
気
持
ち
で

頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。

男
女
両
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
精
一
杯
プ

レ
ー
し
て
一
試
合
一
セ
ッ
ト
で
も
多

く
取
り
、
良
い
成
績
が
残
せ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く
応
え
ま

し
た
。 

　
第
二
十
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ー
グ
九

州
硬
式
少
年
野
球
連
盟
春
季
九
州
選

手
権
大
会
が
三
月
二
十
四
日
か
ら
二

日
間
、
吹
上
浜
公
園
野
球
場
な
ど
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
南
、
北
九
州
支
部
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
小
学
部
、
中
学
部

各
八
チ
ー
ム
が
出
場
、
栄
冠
を
目
指

し
て
、
白
球
を
追
い
ま
し
た
。 

　
時
折
雨
の
落
ち
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
熱
戦
を
制
し

た
の
は
、
小
学
部
が
福
岡
ア
ス
ト
ロ

ズ
、
中
学
部
が
伊
都
Ｂ
Ｂ
Ｃ
（
い
ず

れ
も
福
岡
県
）
で
し
た
。 

　
吹
上
で
の
開
催
は
、
今
年
が
四
回

目
。
選
手
、
関
係
者
の
宿
泊
や
弁
当

手
配
な
ど
、
吹
上
町
施
設
利
用
促
進

協
会
が
、
大
会
を
側
面
か
ら
支
え
ま

し
た
。 

栄
冠
め
ざ
し
熱
戦 

韓
国
ロ
ッ
テ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ 

　
三
月
十
八
日
、
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド

ー
ム
杯
テ
ニ
ス
大
会
が
チ
ェ
ス
ト
小

鶴
ド
ー
ム
と
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

二
会
場
で
行
わ
れ
、
男
子
二
十
三
ペ

ア
四
十
六
人
、
女
子
十
六
ペ
ア
三
十

二
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
男
子
、
女
子
と
も
に
経
験

者
の
部
と
初
心
者
の
部
で
競
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
予
選
リ
ン
ク
の
あ
と
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 
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子
経
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者
の
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井
・
植
田
（
Ｉ
Ｇ
・
南
銀
ク
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代
・
本
村
（
日
曜
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ト
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テ
ニ
ス
大
会 
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十
七
日
、
日
置
市
で
春
季
キ

ャ
ン
プ
を
張
る
韓
国
プ
ロ
野
球
の
ロ

ッ
テ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
球
団
へ
、
市
と

東
市
来
町
観
光
協
会
が
地
域
特
産
品

を
贈
り
、
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。 

　
同
球
団
は
釜
山
に
本
拠
地
を
置
き
、

日
本
プ
ロ
野
球
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
と
兄
弟
球
団
。
当
日
は
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に
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の
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模
様
、
こ
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け
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ム
で
練

習
前
の
選
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に
、
湯
田
平
助
役
と

野
崎
会
長
が
黒
毛
和
牛
と
イ
チ
ゴ
を
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呈
し
ま
し
た
。 

　
イ
サ
ン
グ
球
団
長
は
「
韓
国
と
交

流
の
深
い
日
置
市
で
キ
ャ
ン
プ
で
き

て
う
れ
し
い
。
以
前
、
当
地
で
キ
ャ

ン
プ
し
た
シ
ー
ズ
ン
は
良
い
成
績
を

残
せ
た
。
市
民
の
歓
迎
と
期
待
に
沿

う
よ
う
な
結
果
を
出
し
て
、
ま
た
帰

っ
て
来
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。 

　
韓
国
プ
ロ
野
球
は
現
在
、
一
リ
ー

グ
制
の
八
チ
ー
ム
で
構
成
さ
れ
、
同

球
団
の
昨
年
の
成
績
は
第
七
位
で
し

た
。 

　
二
月
一
日
か
ら
一
カ
月
間
、
東
市

来
の
湯
之
元
球
場
や
伊
集
院
球
場
で

調
整
し
た
同
球
団
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

特
産
品
で
プ
ロ
球
団
を
激
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三
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重
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・
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学
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野
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を
誓
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ャ
ン
プ
in
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之
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日
本
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ル
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ポ
ー
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協
会
公
認
の
二
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選
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が
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二
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、
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山
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で
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、
鹿
児
島
県
で
の
全
国
大
会

が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
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大
会
に
は
世
界
を
転
戦
す
る
国
際
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ダ
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を
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七
十
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人
が
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に
は
世
界
を
転
戦
す
る
国
際

Ａ
級
ス
ー
パ
ー
ク
ラ
ス
ラ
イ
ダ
ー
を

は
じ
め
七
十
七
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

岩
や
林
、
崖
、
沢
な
ど
の
難
関
に
挑

み
ま
し
た
。 

　
ト
ラ
イ
ア
ル

競
技
は
、
持
ち

時
間
内
で
の
コ

ー
ス
走
破
に
、

足
つ
き
な
ど
の

減
点
法
で
順
位

を
競
い
ま
す
。
選
手
の
眼
前
に
立
ち

は
だ
か
る
絶
壁
の
崖
や
大
岩
を
、
バ

イ
ク
で
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
さ
に
人
車
一
体
の
呼
吸
が
勝
負

を
左
右
。
失
敗
者
続
出
の
関
門
を
攻

略
し
た
ラ
イ
ダ
ー
に
は
、
詰
め
か
け

た
観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が

沸
き
、
平
鹿
倉
の
山
々
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。 

人
車
一
体
、難
関
に
挑
む 

Ｍ
Ｆ
Ｊ
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
権 

全
国
大
会
へ
　
男
女
ア
ベ
ッ
ク
出
場
お
め
で
と
う
！ 

伊
集
院
北
中
学
校
卓
球
部 

史
跡
の
下
で
健
康
づ
く
り 

天
昌
寺
Ｇ
Ｇ
コ
ー
ス
オ
ー
プ
ン 

フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ー
グ
九
州
選
手
権 

　
永
吉
島
津
氏
の
菩
提
寺
で
、
島
津

豊
久
公
を
は
じ
め
、
代
々
の
永
吉
領

主
の
墓
石
が
並
ぶ
天
昌
寺
（
吹
上
）。

そ
の
周
辺
に
整
地
さ
れ
た
広
場
に
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
機
能
も
加

わ
り
三
月
五
日
、
打
ち
初
め
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
打
ち
初
め
に
は
、
同
自
治
会
や
関

係
者
お
よ
そ
五
十
人
が
参
加
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
大
会
で
開
場
を
祝
い
ま

し
た
。 

　
同
広
場
は
墓
石
な
ど
の
保
護
を
含

め
て
、
永
吉
南
郷
会
が
管
理
し
て
い

ま
し
た
が
「
地
域
の
歴
史
に
触
れ
な

が
ら
健
康
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と
、

地
元
天
昌
寺
自
治
会
か
ら
の
申
し
出

を
快
諾
、
そ
の
活
用
の
幅
が
広
が
り

ま
し
た
。 

　「
人
が
集
え
ば
、
御
先
祖
も
喜
ぶ

で
し
ょ
う
」
と
参
加
者
の
ひ
と
り
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 



「笑い」は健康につながる 
　「笑う門には福来る」といわれるように、怒っ
ているより笑っているほうがいいことがありそ
うだ、というのはわかる気がします。最近の研
究では「笑う」ことによって、がん細胞などの
発生を抑える NK（ナチュラルキラー）細胞が
増えることが分かってきました。また、笑って
いる時には、自律神経がバランスよく働いてい
る状態にあるので、バランスよく働いている＝
健康的であるといえるでしょう。 まだある!「笑い」による効果 

　がん細胞などの発生を抑えたり、自律神経が
バランスよく働く以外にも「笑い」による健康
効果はありそうです。いくつか挙げてみましょう。 

○大笑いすれば腹筋や横隔膜が鍛えられ、お通
じがよくなる。 

○楽しいことがあって笑えば、ストレス解消に
なり、その結果便秘や胃腸の痛みなどが、改
善される。 

○ストレスが改善されると、血圧も低下し、体
調が楽になる。 

○仕事がはかどる。「笑い」は人間関係を潤滑に
し、イライラしている時よりも仕事の能率を
アップさせる。 

○よく笑うことで体の筋肉を使い、心地よい疲
れによってよく眠れるようになる。 

　これ以外でも「笑い」による効果はありそう
です。少なくとも「笑い」が健康をもたらすと
いうことは間違いないでしょう。 

笑いを生活の中に！ 
　「笑い」といっても、クスクス笑いからガハハ
ハと大笑いまで、その種類は様々ですが、その
効果は気になるところ。意外なことに、「笑う」
と NK 細胞が増えるという実験では、作り笑い
でも OK だそうです。つまり、心からの笑いで
なくても、「笑う」という行為には、健康効果が
ありそうです。「面白いことがないから笑えない」
なんて言わないで、まずは笑顔をつくる練習を
してみましょう。毎日笑う習慣をつければ、病
気になりにくい若々しい生活を送れるのではな
いでしょうか。 

　消防団は、わがまちを災害から守るという使命
感のもと、地域の防災リーダーとして幅広い活動
を行っています。 
　しかしながら、その一方で消防団員数の減少や
消防団員の高齢化の問題が生じてきており、その
充実強化が最大の課題となっています。 
　あなたも自分のまち、みんなのまち、そして大
切な家族を守るため、消防団活動に参加してみま
せんか ? 
　若い方々はもとより、志のある方々の入団を心
よりお待ち申し上げております。 

消防団員を募集します！ 

お問い合わせ先 

日置市消防本部   総務課   消防団係   � 272 － 0119
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付
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児
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３
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分
（
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） 

 

伊
集
院
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域 

（
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）　
　
　（
享
年
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自
治
会
） 

佐
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男
　
　
57
　
　
寺
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ネ
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戸
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場
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ツ
子
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ヅ
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吉
地
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イ
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吹
上
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（
故
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会
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大
橋
ヨ
シ
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中
津 

小
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田
昌
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新
川
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瀬
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榮
一
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南
宮
内 

米
　
　
和
代
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南
湯
之
元 

大
園
　
　
進
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下
与
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村
　
敏
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田
之
尻 

正
留
　
勝
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窪
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永
　
カ
ナ
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川
久
保 

寺
原
　
　
篤
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野
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池
田
　
京
子
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東
宮
内 

宮
本
　
治
仁
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入
来
浜 

福
元
　
義
治
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西
本
町 

前
野
　
辰
男
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入
来 

石
塚
　
テ
ル
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入
来 

古
川
　
喜
則
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梅
里
下 

山
川
　
洋
美
　
　
61
　
南
湯
之
元 

本
山
　
サ
キ
　
　
90
　
赤
仁
田 

　す
　
う
 

　た
す
け
 

　ら
　
い
 

し
ゅ
う
と
 

ひ
で
と
 

　
　わ
た
る
 

ゆ
う
き
 

よ
う
へ
い
 

あ
い
り
 

   　ゆ
　
い
 

　ゆ
　
き
　
の
 

 ま
さ
と
 

   　こ
　
う
 

　ま
　
ほ
 

   は
る
と
 

 

え
い
た
 

 

訂
正
と
お
詫
び 

　
広
報
ひ
お
き
３
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 

 

Ｐ
２
「
日
置
市
生
涯
学
習
大
会
」
社
会
教
育
功
労
者
表
彰 

 

誤
　
久
木
　
親
文
（
日
吉
地
域
）　
↓
　
正
　
久
木
　
親
文
（
吹
上
地
域
） 

シリーズ15このコーナーに掲載を希望 
されない方は手続きのとき 
に、お申し出ください。 



「笑い」は健康につながる 
　「笑う門には福来る」といわれるように、怒っ
ているより笑っているほうがいいことがありそ
うだ、というのはわかる気がします。最近の研
究では「笑う」ことによって、がん細胞などの
発生を抑える NK（ナチュラルキラー）細胞が
増えることが分かってきました。また、笑って
いる時には、自律神経がバランスよく働いてい
る状態にあるので、バランスよく働いている＝
健康的であるといえるでしょう。 まだある!「笑い」による効果 

　がん細胞などの発生を抑えたり、自律神経が
バランスよく働く以外にも「笑い」による健康
効果はありそうです。いくつか挙げてみましょう。 

○大笑いすれば腹筋や横隔膜が鍛えられ、お通
じがよくなる。 

○楽しいことがあって笑えば、ストレス解消に
なり、その結果便秘や胃腸の痛みなどが、改
善される。 

○ストレスが改善されると、血圧も低下し、体
調が楽になる。 

○仕事がはかどる。「笑い」は人間関係を潤滑に
し、イライラしている時よりも仕事の能率を
アップさせる。 

○よく笑うことで体の筋肉を使い、心地よい疲
れによってよく眠れるようになる。 

　これ以外でも「笑い」による効果はありそう
です。少なくとも「笑い」が健康をもたらすと
いうことは間違いないでしょう。 

笑いを生活の中に！ 
　「笑い」といっても、クスクス笑いからガハハ
ハと大笑いまで、その種類は様々ですが、その
効果は気になるところ。意外なことに、「笑う」
と NK 細胞が増えるという実験では、作り笑い
でも OK だそうです。つまり、心からの笑いで
なくても、「笑う」という行為には、健康効果が
ありそうです。「面白いことがないから笑えない」
なんて言わないで、まずは笑顔をつくる練習を
してみましょう。毎日笑う習慣をつければ、病
気になりにくい若々しい生活を送れるのではな
いでしょうか。 

　消防団は、わがまちを災害から守るという使命
感のもと、地域の防災リーダーとして幅広い活動
を行っています。 
　しかしながら、その一方で消防団員数の減少や
消防団員の高齢化の問題が生じてきており、その
充実強化が最大の課題となっています。 
　あなたも自分のまち、みんなのまち、そして大
切な家族を守るため、消防団活動に参加してみま
せんか ? 
　若い方々はもとより、志のある方々の入団を心
よりお待ち申し上げております。 

消防団員を募集します！ 
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東
市
来
地
域 
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故
人
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享
年
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会
） 

北
之
園
ハ
ナ
　
　
93
　
　
秋
光
園 

重
信
ク
サ
ノ
　
　
87
　
　
尾
木
場 

船
迫
　
文
子
　
　
85
　
　
元
湯 

領
家
　
栄
造
　
　
76
　
　
田
代
西 

立
野
　
ノ
リ
　
　
82
　
　
高
塚
西 

貴
島
　
清
治
　
　
88
　
　
鉾
之
原 
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85
　
入
来 

石
塚
　
テ
ル
　
　
93
　
入
来 

古
川
　
喜
則
　
　
77
　
梅
里
下 

山
川
　
洋
美
　
　
61
　
南
湯
之
元 
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正
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お
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広
報
ひ
お
き
３
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 

 
Ｐ
２
「
日
置
市
生
涯
学
習
大
会
」
社
会
教
育
功
労
者
表
彰 

 
誤
　
久
木
　
親
文
（
日
吉
地
域
）　
↓
　
正
　
久
木
　
親
文
（
吹
上
地
域
） 

シリーズ15このコーナーに掲載を希望 
されない方は手続きのとき 
に、お申し出ください。 



　
桂
木
陶
芸
桃
伯
窯
の
桂
木
さ
ん
。
平
成
十
一
年
か
ら
は
東
市
来
町
商
工
会
女
性
部
長

を
務
め
て
い
ま
す
。
毎
年
十
一
月
に
行
わ
れ
る
「
美
山
窯
元
祭
り
」
の
手
伝
い
や
七
月

に
行
わ
れ
る
が
ん
ば
ろ
う
湯
之
元
会
主
催
の
「
湯
之
元
温
泉
と
う
ろ
う
祭
り
」
と
東
市

来
町
飲
食
店
組
合
主
催
の
「
夏
祭
り
」
で
商
工
会
女
性
部
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
出

店
す
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
っ
て
東
市
来
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。「
昔
は
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
若
い
頃
に

は
、
元
気
の
あ
る
人
が
集
ま
っ
て
話
し
合
い
の
場
を
設
け
た
り
、
地
域
へ
の
貢
献
と
商

工
会
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
青
年
部
・
女
性
部
が
力
を
合
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
湯
之
元
駅
の
清
掃
作

業
を
し
た
り
。
今
で
も
商
工
会
関
係
者
や
地
域
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と

が
と
て
も
楽
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。 

　
桂
木
陶
芸
桃
伯
窯
で
は
陶
芸
体
験
教
室
も
行
っ
て
お
り
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
市
外
か

ら
も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
ま
す
。「
お
店
で
も
お
客
さ

ん
と
接
す
る
こ
と
が
多
く
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
を
す
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

商
工
会
で
も
各
部
長
さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
、
様
々
な
業
種
の
方
と
話
を
す
る

こ
と
で
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
桂
木
さ
ん
。
東
市
来
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
な

ど
、
以
前
は
今
よ
り
も
活
発
に
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
、「
商
工
会
や
各
関
係
者
だ
け

に
限
ら
ず
、
誰
で
も
参
加
で
き
、
話
し
合
え
る
会
を
開
け
れ
ば
、
地
域
が
も
っ
と
盛
り

上
が
る
の
で
は
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
と
の
交
流
を
大
切
に
、
活
気
の
あ
る
楽

し
い
地
域
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
」 

シリーズ● 23
いきいき 

桂木 誌寿子さん〔52歳〕 
東市来町美山（美山上自治会） 

●桂木陶芸桃伯窯 
　平成11年　東市来町商工会女性部長 

かつら　ぎ　　　し　 ず　　こ 

デビッド マーチン シャー 

【吹上地域ALT】 

　みなさん、こんにちは。デビッド・マーチン・シャーです。
生まれはドイツですが、アメリカ人です。私のホームタウンは
コーヒーショップがたくさんあり、マリナーズで有名なシアト
ルです。Go　Mariners ! イチロー選手は私もとても好きです。 
　鹿児島でALTをして４年目になります。奄美大島の大島高校
で２年間、鹿児島市の中央高校で１年間、そして今回幸運なこ
とに吹上地域のALTになり、保育園、小学校、中学校で英語を
教えています。吹上の子どもはとっても元気です。そしてみん
などんどん覚えていくのでびっくりしています。英語がほんの
少しでも好きになってくれたらいいなと思いながら授業をしています。日置市のみなさんからもとても親
切にしていただいて、心から感謝しています。みなさんとの交流を楽しみにしていますので、気軽に声を
かけてください。 

　
日
吉
中
学
校
で
は
、総
合
的
な
学
習
の
時
間 

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
日
吉
」
で
、学
校
ぐ
る
み
で
農
業

体
験
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、「
マ
イ
焼
酎
」
づ
く
り
で
す
。 

　
三
年
生
を
中
心
に
学
校
農
園
で
栽
培
し
た
カ
ラ
イ
モ
を
使

っ
た
卒
業
記
念
焼
酎
づ
く
り
は
、地
元
の
焼
酎
会
社
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、仕
込
み
な
ど
の
作
業
に
何
度
も
参
加
し
、自
分
だ

け
の
「
マ
イ
焼
酎
」
を
つ
く
る
も
の
。ラ
ベ
ル
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

す
。こ
の
マ
イ
焼
酎
を
五
年
後
の
成
人
式
で
飲
み
交
わ
そ
う
と

み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
た
「
マ
イ
焼
酎
」
づ
く
り
は
、生
徒
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、地
域
の
方
々
が
力
を
合
わ
せ
て
一つ
の
も
の
を
つ
く
り

上
げ
る
、夢
の
あ
る
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
い
よ
い
よ

私
た
ち
の
番
で
す
。五
年
後
に
、み
ん
な
や
日
吉
が
ど
う
変
わ

っ
て
い
る
か
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、「
マ
イ
焼
酎
」
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　永吉川の下流にあり、国道 270 号線に並んで架
けられている３連のアーチの見事な石橋です。河
口の風景と巨大な石橋が重なり合い、美しい風景
を作っています。浜田橋は長さが45㍍、幅が4.1㍍、
高さが6.5㍍で、現在でも道路として使用されてい
る橋としては、鹿児島県内一の長さとされています。 
　もともとは、２連のアーチの石橋が架かってい
ましたが、水害で流され、大正２（1913）年に現
在の形に改修されました。石工は小山田、加世田、
永吉の人達で、地元の人達の協力で近くにあった
浜田石を切り出して橋を造ったと伝えられています。 
　かつては、下流側に架かる南薩鉄道の鉄橋（ボ
ナール橋）とともに交通の大動脈として使用され
ました。しかし、車が盛んに使用されるようにな
ると、幅が狭く車１台しか通れないため、昭和 54
（1979）年に上流側に新しい橋が造られました。現
在は遊歩道として整備され、周辺には公園や物産
館が造られ市民の憩いの場所になっています。 

〈引用参考文献〉『吹上郷土誌 通史編3』吹上町教育委員会 

▲浜田橋（下流から） 

車
で
、本
庁
か
ら
２０
分
、 

吹
上
支
所
か
ら
１０
分 

Access

浜田橋（吹上地域） 

『手作り木工』 
　永エリカさん（37歳） 伊集院町妙円寺 

　もともと手作りで物を作るのが好きで始め
た木工。作った作品をフリーマーケットに出
すようになり、今では手作り木工が好きな人
が集まって活動するようになりました。木工
は一枚の板からどんな形にすることもできる
ので、自分の思い通りの作品に仕上がった時が一番嬉しいです。 
　現在は主に自宅で、木工が好きなお母さん方と一緒に創作活
動に取り組み、夏休みや冬休みになると子どもたちも一緒にな
って楽しく活動しています。これからは家具などの大きな作品
作りにも挑戦したいですね。 

五
年
後
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で
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！
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日
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く
る
も
の
。ラ
ベ
ル
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

す
。こ
の
マ
イ
焼
酎
を
五
年
後
の
成
人
式
で
飲
み
交
わ
そ
う
と

み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
た
「
マ
イ
焼
酎
」
づ
く
り
は
、生
徒
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、地
域
の
方
々
が
力
を
合
わ
せ
て
一つ
の
も
の
を
つ
く
り

上
げ
る
、夢
の
あ
る
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
い
よ
い
よ

私
た
ち
の
番
で
す
。五
年
後
に
、み
ん
な
や
日
吉
が
ど
う
変
わ

っ
て
い
る
か
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、「
マ
イ
焼
酎
」
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　永吉川の下流にあり、国道 270 号線に並んで架
けられている３連のアーチの見事な石橋です。河
口の風景と巨大な石橋が重なり合い、美しい風景
を作っています。浜田橋は長さが45㍍、幅が4.1㍍、
高さが6.5㍍で、現在でも道路として使用されてい
る橋としては、鹿児島県内一の長さとされています。 
　もともとは、２連のアーチの石橋が架かってい
ましたが、水害で流され、大正２（1913）年に現
在の形に改修されました。石工は小山田、加世田、
永吉の人達で、地元の人達の協力で近くにあった
浜田石を切り出して橋を造ったと伝えられています。 
　かつては、下流側に架かる南薩鉄道の鉄橋（ボ
ナール橋）とともに交通の大動脈として使用され
ました。しかし、車が盛んに使用されるようにな
ると、幅が狭く車１台しか通れないため、昭和 54
（1979）年に上流側に新しい橋が造られました。現
在は遊歩道として整備され、周辺には公園や物産
館が造られ市民の憩いの場所になっています。 

〈引用参考文献〉『吹上郷土誌 通史編3』吹上町教育委員会 

▲浜田橋（下流から） 

車
で
、本
庁
か
ら
２０
分
、 

吹
上
支
所
か
ら
１０
分 

Access

浜田橋（吹上地域） 

『手作り木工』 
　永エリカさん（37歳） 伊集院町妙円寺 

　もともと手作りで物を作るのが好きで始め
た木工。作った作品をフリーマーケットに出
すようになり、今では手作り木工が好きな人
が集まって活動するようになりました。木工
は一枚の板からどんな形にすることもできる
ので、自分の思い通りの作品に仕上がった時が一番嬉しいです。 
　現在は主に自宅で、木工が好きなお母さん方と一緒に創作活
動に取り組み、夏休みや冬休みになると子どもたちも一緒にな
って楽しく活動しています。これからは家具などの大きな作品
作りにも挑戦したいですね。 

五
年
後
に
み
ん
な
で
乾
杯
！
マ
イ
焼
酎 

日
吉
中
学
校
三
年
　
　
丸
　
春
菜
さ
ん 

と
く
ま
る
　
　
は
る

な 
ギ ャ ラ リ ー 



▲立派な公民館が完成 

▲月１回行われる「ふれあい給食会」 

▲左から今別府利行会長、平野秀夫さん、船倉百合子さん 

▲川内原発視察研修の様子 

http://www.city.hioki.kagoshima.jp/
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.05㎞2

総人口　52,206人（△532） 

　男　　24,304人（△316） 

　女　　27,902人（△216） 

世帯数　22,035　（△126） 
4月1日現在 （　）は前月比 

　豊作祈願の田園劇を氏子らが熱演。

今年の牛はとても威勢よく、砂をまき

ちらしながら、観客席まで飛び込んで

いきました。 

（たじまどん　P11関連記事） 
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集
落
（
下
原
、
古
の
山
、
今
別

府
、
浜
の
丸
、
日
新
、
並
松
、

北
原
）
で
構
成
さ
れ
る
日
新
自
治
会
。

住
民
が
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
す
る
明
る
い
地
域
で
す
。 

治
会
に
は
六
つ
の
部
（
総
務
部
、

生
活
部
、
研
修
部
、
保
体
部
、

高
齢
者
部
、
青
少
年
部
）
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
生
活
部
で
は
、
月
一

回
「
ふ
れ
あ
い
給
食
会
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
生
活
部
が
中
心
と

な
っ
て
運
営
、
約
二
十
年
前
に
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
食

事
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
で
は
毎
回
約
四
十
人
の
高
齢
者
が

参
加
し
、
講
演
や
食
事
な
ど
を
楽
し

む
、
地
域
の
学
び
の
場
、
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
立
ち
上
げ
、

「
ふ
れ
あ
い
給
食
会
」
と
と
も
に
生

活
部
が
運
営
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

年
六
月
に
行
わ
れ
る
せ
っ
ぺ
と

べ
で
は
、
地
域
伝
統
の
鎌
踊
り

を
奉
納
。
青
少
年
部
を
中
心
に
、
地

域
の
小
・
中
学
生
が
五
月
に
練
習
を

行
い
ま
す
。
踊
り
手
の
子
ど
も
た
ち

が
年
々
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

地
域
の
伝
統
芸
能
を
守
る
た
め
、
地

域
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
ま

す
。 

修
部
で
は
毎
年
研
修
会
を
開
催
。

研
修
や
視
察
を
す
る
こ
と
で
、

住
民
相
互
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
二
月
に
は
川
内
原
発
と

せ
ん
だ
い
宇
宙
館
を
視
察
。
住
民
約

二
十
五
人
が
参
加
し
、
有
意
義
な
研

修
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

し
く
で
き
た
公
民
館
。
三
月
二

十
五
日
に
落
成
式
を
行
い
ま
し

た
。
室
内
の
段
差
を
な
く
し
、
手
す

り
な
ど
も
設
置
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

設
計
で
、
高
齢
者
も
利
用
し
や
す
い

公
民
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。
落
成
式

は
、
住
民
を
は
じ
め
、
市
関
係
者
や

建
設
業
者
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
参

加
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

公
民
館
建
設
に
は
、
市
か
ら
の
補
助

金
の
ほ
か
、
住
民
の
積
立
金
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
、
立
派
な
公
民
館
を
建
設

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

治
会
の
今
後
の
課
題
は
、
高
齢

者
へ
の
対
応
・
配
慮
な
ど
。「
新

し
い
公
民
館
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
高

齢
者
も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

が
、
足
が
痛
く
な
り
、
床
に
座
れ
な

い
高
齢
者
の
た
め
の
机
や
椅
子
も
備

え
た
い
と
こ
ろ
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

は
地
区
公
民
館
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
現
在
、

自
治
会
が
運
営
し
て
い
る
活
動
を
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」 

七 自 
毎 

研 

自 

新 

　
日
吉
地
域
の
西
部
、
国
道
二
七

〇
号
線
と
県
道
伊
集
院
・
日
吉
線

の
間
に
位
置
す
る
日
新
自
治
会
は
、

平
成
十
九
年
四
月
現
在
で
二
百
三

十
五
世
帯
、
五
百
八
十
四
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
地
域
住
民
の
融
和
を
図
る
た

め
、
自
治
会
一
体
と
な
っ
た
活
動

に
取
り
組
み
、
住
民
が
明
る
く
い

き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
地
域
で

す
。 

住
民
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を 

日
新
自
治
会（
日
吉
地
域
） 

に
っ
し
ん 

日新自治会 
（日吉地域） 


